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象牙海岸国

位 置 図
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モロッコ王国

位　置　図
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プルキナ・ファソ

BOUSE郊外の農村風景 プルキナ・ファソ

KOMBISIRI地区のトマトの苗床

プルキナ・ファソ

KOMBISIRI地区の溜也と村落植林用の苗畑



ブルキナ・ファソ

KOUBRl地区の農地

ブルキナ・ファソ

KOUBRI地区の溜池



ブルキナ・ファソ

畑地内水路の取り入れ口

プルキナ・ファソ

KOUBRI地区の掘り抜き井戸

地下水位は約5m

ブルキナ・ファソ

KOUBRI地区

村落民は煮沸せずに

飲料水としている。



ブルキナ・ファソ

NYOU地区の溜池

象牙海岸

MAN地区の溜池

生活用水として利用している。



象牙海岸

GAGNOA地区の溜池

象牙海岸

DALOA地区の溜池



象牙海岸

DALOA地区

村落こ1ヶ所ある井戸

乾季の末期には井戸が涸れる

こともある。



象牙海岸

MAN地区で見かけたアリ塚

ブルキナ・ファソ

太陽光発電方式による
通信施設

モロッコ

TETOUAN市南部ZARKA地区の

農村風景
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1. はじめに

(社)海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)調査団は､平成11年5月30日

より 6月22日までの期間､ブルキナ･ファソ国､象牙海岸共和国､及びモロッコ王

国を訪問し､関係各機関の担当者と農業･農村開発計画について意向打診､意見交換

を行うと共に情報資料の収集､並びに事業計画地区確認のための現地視察を行い､日

本の技術協力案件についての発掘調査を実施した｡

ブルキナ･ファソ国環境水利省は､ 1992年6月の国連環境開発会議(UNCED)で

採択されたアジェンダ21に基づき｢国家環境行動計画(PANE)｣を策定した｡その

後引き続いて､村落植林計画を｢8,000村落､ 8,000森林｣の名の下に計画の推進を図

っているが､財政難に阻まれて同計画は遅々として進んでいないのが環状である.同

国の農業農村開発事業は､この村落植林計画によって確保される農地に対し基幹穀物

のトウモロコシ､粟､豆類の生産を行うための水源となる溜地建設を中心に計画され

ている｡しかしながら､これらの溜池は地形条件のみ考慮しただけで適正な地質調査

が行われずに建設されたケースが多く､当該地区の開発には効果的ではなかった｡

今回の調査では､既存の溜池を生活用水､潅慨､林業苗畑用水､牧畜用飲料水等の多

目的溜池に改修する計画を策定し､農村地域の生活環境改善を図ると同時に農業基盤

整備を図るものである｡

象牙海岸共和国では農業省､インフラ社会経済省が中心となり同国西部地方におけ

る既存溜池を改修することにより､溜池周辺の村落への生活用水の手当てを行って農

村生活の改善を図ると共に､潅概施設を整備して既存農地の生産性向上により農家収

入の増大を図る計画である.

モロッコ王国では地中掛こ面した､スペイン領であるセブタ(sebla-Ceuta)､メリ

ジヤ(Melilla)両市のモロッコ帰属を巡ってかつてスペインと交渉していたこともあ

り北部地域は他の地域に比べ開発計画が立ち遅れていた｡同地域開発計画について国

王府直属の事業執行機関が設立され､国際機関､二国間援助資金により開発計画を推

進しようとしているが､計画が多岐に亘り､融資元が未定のため計画が山積されてい

るのが現状である｡同事業執行機関では北部地域開発計画の内､農村基盤整備計画を

最優先事業に位置づけている｡

以上3カ国の農業農村開発計画について各国政府は日本政府による経済技術協力を

希望している｡これらの計画は､いずれも当該国の農業農村開発に大きく貢献するも

のと思われるので日本政府による援助が早期に実現するよう切に望むものである｡

最後に在象牙海岸日本国大使館の坪田書記官､石田書記官､在モロッコ日本国大使

館の北滞書記官､アビジャンJICA尊顔所の安部所長､保久専門家､後藤専門家の皆

様に多大なるご協力とご支援を頂きましたことに対し､ここに厚くお礼申し上げます｡

平成11年6月
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2. 調査の経緯

今回の調査対象国は､サヘル地域に属するブルキナ･ファソ国､熱帯サバンナ気候

帯に属する象牙海岸共和国､及び北西アフリカの地中海性気候帯に属するモロッコ王

国の3カ国である｡

昨年末ブルキナ･ファソ国(以下｢ブ｣国という)環境水利省調査計画部より､現

在｢ブ｣国内に存在する既存溜池を利用して農業農村開発計画を策定したいため現地

状況を見て技術的アドバイスをして欲しい旨打診があった｡また､象牙海岸共和国(以

下｢象｣国という)農業省からは､日本政府の技術協力により完成した小規模ダム潅

概計画(稲作潅概)に続いて北部､西部地区における農村インフラ整備･潅概計画に

ついて現状を把握し､農業農村開発計画を策定したい旨打診があった｡また､モロッ

コ王国(以下｢モ｣国という)の案件については､北部地域開発庁作成の開発計画概

要書を今年1月に入手したためその進捗状況等について当機関に問い合わせたところ

現在部分的にEU､スペイン･アングルシア自治体からの経済援助により小規模開発

計画を実施中であるが､大半の地域については未だ手つかずの状況のため､農村イン

フラ整備､農業開発､あるいは水源開発等の計画策定にあたり協力して欲しい､との

ことであった｡

これら3カ国は自然条件､社会条件がそれぞれ異なるが､いずれの国も我が国の外

交政策上大切な国であり､また､プロジェクト内容が我が国外務省の援助方針に合致

していると思われる｡そのため本調査は､農業農村開発分野における我が国の ODA

案件形成の一助となることを念頭に実施した｡

今回最初に訪問した｢ブ｣国は砂漠化の脅威に晒されている国で現在JICAの無償

資金協力により｢地方苗畑施設整備計画｣､ ｢地方給水計画｣が実施されている｡これ

らの計画を総括している｢ブ｣国環境水利省は､現在同国が国家計画として進めてい

る｢グリーンベルト計画｣と併せて基幹産業である農業･牧畜の振興と農村地域の生

活水準向上を図る開発計画を策定中である｡同国の経済振興に当たっては農業･牧畜､

農村開発が欠かせない重要課題であり､今後とも我が国の協力が期待されている国で

ある｡

また､ ｢象｣国は西アフリカの経済､文化の中心的国家であり､我が国の技術協力

方針としては農業､環境分野の振興策が掲げられている｡首都のヤムスクロ市と商業

都市のアビジャン市等の大都市を除く地方都市はいずれも農業生産の拠点地となって

いるが､幹線道路から中に入った村落部においては潅概施設､社会インフラが未整備

の地区が多数見られる｡同国の経済振興に当たっては農業農村開発が欠かせない重要

課題であり､これらの分野の開発ポテンシャルが高いこともあり､今後とも我が国の

協力が期待されている｡

最後に｢モ｣国は､地理的には欧州との接点に位置することから外交は親欧米･非

同盟を基本として､アラブ圏内では穏健派の立場の外交政策をとっているのが特徴的

である｡同国は近年まで南部のモーリタニアとの間で争われてきた西サハラ問題が解

決されたことにより南部地域と北部地域の開発に着手し始めたところだが､南部地域

は地雷処理の問題があり｢モ｣国政府は北部地域の開発について王立北部地域開発庁

を設立し､農村インフラ整備計画､水源開発計画､農業開発計画に取り組んでいる｡

王立北部地域開発庁は､本部をラバト市に置き､事業執行機関として国際機関､二国

_フ_



間援助の融資窓口となっている｡北部地域は地中海性気候であることから水源の手当

てが出来れば柑橘類を初めとする農産物の生産基地となるポテンシャルが大きく､同

開発庁は農業農村開発の分野で日本政府の経済･技術協力を得て開発計画を推進して

いくことに期待している｡

3.1

フルキナ･ファソ国

自然条件

3.1.1 地勢

サハラ砂漠の南部に位置する｢ブ｣国は､サヘル地域の一国であるが､その周囲を

マリ､ニジェール､ペナン､トーゴ､ガーナ及び象牙海岸の6カ国に囲まれた内陸国

で､国土面積は日本の約4分の:3に相当する274.2千km2である.

地形的には､西アフリカの盾状地に位置し､標高250-300mの平坦な準平原が国

土の約4分の3を占めている｡

｢ブ｣国の80%以上の地域には､アフリカ大陸において最古の地質時代に属する

先カンブリア紀の地層から成り､北西部のマリとの国境地帯のみに比較的新しい地質

時代の第三紀の地層が分布する｡地質の大部分が古い地質時代の基盤岩類から構成さ

れていること､降雨量の少ない地域であることから､特に中央部から北部にかけての

地域は地下水の開発可能性が低い｡

｢ブ｣国の水理地質の概況は次のとおりである｡

① 先カンブリアン紀結晶岩類

この基盤岩類は｢ブ｣国の大部分の地域に分布しており､主に花尚岩､片麻

岩､片岩､珪岩及び緑色岩類から構成されており､一般的に難透水性である

が､風化層や亀裂部に局所的な滞水屑を形成し､重要な地下水供給源となっ

ている｡

② 先カンブリア紀堆積岩類

この基盤岩類は西部､北部及び東南部の3地域に分布しており､主に砂岩､

磯岩､石灰岩等の非変成岩または弱変成岩によって構成されている｡これら

の岩石は上記の結晶岩類に比較して透水性が高く良好な滞水層を形成してい

るケースが多く､被圧により地下水を自噴していることもある｡

③ 第三紀層

この地層は北西部のマリ国との国境地帯に分布しており､主に砂岩層及び粘

土岩層によって構成されている｡下位に分布する苦灰岩層が不通水屑である

ため､砂岩層が連続的な滞水屑を形成している｡

3.1.2 気象

｢ブ｣国は､気候的には降雨分布により北からサヘル気候帯､スーダン･サヘル気

候帯及びスーダン気候帯に区分される｡年平均降雨量は緯度に平行して北部の4-00mm

-3-



から南西部の1,100mmへと順次増加している｡しかしながら､ 1970年以前の年平均

降雨量を示す等雨曲線と1965年から1995年の30年間の等雨曲線を比較すると降水量

は国土全域に亘り減少している｡降雨は､時期的にも場所的にも非常に不等分である｡

地理的には､降水量は南西部(1300mm)から北部(300mm)にかけて段階的に低

下する｡雨期は､南部(約6カ月)から北部(約3カ月)へと減少する｡7月と8月

は一般的に最も雨量の多い月である｡その他の雨期には､にわか雨が非常に激しい(1

時間当たり60mm以上)傾向にあり､非常に強い突風を伴う｡

気温については､過去30年の統計によると平均月別気温は35oCを超え､最高と最

低気温は一般に北部において記録されている｡最低気温(5oC)は､ 1971年にバナ

ンケレダガ(ボボディウラッソから17km)､ 1975年にマルコイエにおいて1月に記

録されており､最高気温(46oC)は､ 1980年4月にマルコイエ測候所において記録

されている｡一日及び年間の気温差は北部地域になるほど増加し､最も気温の高い月

は､ 3月及び4月､最も気温の低い月は12月及び1月である｡

単位:oC

測候所 最高気温 最低気温 気温差

ドリ (198i/5)47.2 (1975,78/1)12.5 34.7

ウアイグウヤー (1983/i)42.7 (1982/1)14.2 28.5

ウアガドゥグー (1980/i)｣0.7 (1987/1)13.6 27.1

ファダ.ヌグールマ (1983/｣)ll.il (1975/1)15.3 26.1

ポロモ (1987/i)40.8 (1982/1)lil.8 26.0

ポボディウラツソ (1978/3,83/4)37.5 (1982/1)14.8 22.7

レオ (1981/3,i)38.5 (1980/12)16.2 22.3

ガウア (1978/3)39.1 (1983/1)l6.9 22.2

(注) ( )内は発生年月を示す｡

｢ブ｣国は､気候上次の3つの地帯に区分される｡

①スーダン気候地帯(又は南部スーダン気候地帯)

900mmの等降水量線によって区切られた南の範囲である｡南部の全地域を

包含し､雨期の6カ月間における最高降雨量が1,300mm以上の最も雨の多

い地域である｡

②スーダンーサヘル気候地帯

600mmと900mmの等降水量線の間に存在するもので､北部スーダン地帯と

しても知られる｡中部の全地域を包含し､ ｢ブ｣国最大の気候区分地帯(国

土面積の半分を占める)である｡雨期は南部においては4月から5-6カ月

間､北部では6月から4-5カ月問続く｡

③サヘル気候地帯

国土面積の約4分の1を占め､ 600mmの等降水量綿の北部の範囲である｡

最も乾燥した気候区分で､降雨量は150mmまで低下することもあり､雨期

は3カ月程度と短い｡
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3.2 政治経済社会条件

3.2.1 人口

最も新しい国勢調査としては､ 1991年に第3回全国人口調査が実施されており､

｢ブ｣国の全人口は10,469,747人と報告されている｡ 1975年の第1回人口調査に

は5,639,203人､ 1985年の第2回人口調査には7,964,704人と報告されていること

から､人口増加率は､1975-1985年の間が2.7%であるのに対して､1985年から1991

年の問が2.64%と近年僅かながら落ちている｡

人口の性別構造を見ると､ 1991年には､男性比率は女性の96%と女性が優勢であ

り､人口の48.9%が男性､ 51.1%が女性である｡一方､年齢別構造を見ると､ 1991

年には15歳以下の人口が全人口の49.0%を占めており､ 1985年の48.3%に比較し

て若令層が多くなっている｡

また､人口の分布状況には､ 1991年に全国で1km2当たり人口密度約38人であった

(1975年1km2当たり21人､ 1985年1km2当たり33.5人) ｡しかし､この平均値は､
県によって1km2当たり人lコ密度が6人から332人と大きなばらつきがあるこが特徴

的である｡全国45県のうち30の県は､ 1km2当たり50人以下であり､ 14の県は1 km2

当たり50から100人の間である｡カジョゴ県の1県のみが1km2当たり333人と非常に

多い｡

3.2.2 民族･言語

｢ブ｣国の民族構成は､ボルタ語族に属する言語を持つ最大部族であるモシ族(1991

年人口調査では全国48.6%を占める)の他､ロビ族､ダガリ族､グルンシ族､グル

マンチェ族が過半数を占め､次いで西アトランティツク語族に属する言語を持つフル

ベ族､マンデ語族に属する言語を持つサモ族､ピザ族から成る｡特に西部地域には小

部族が多く､全国には60以上の民族集団があると見られている｡公用語及び共通語

として仏語が用いられているが､日常会話としてモシ族の言語(モレ語)が用いられ

ることが多い｡

3.2.3 宗教

1991年の人口調査結果によると､ ｢ブ｣国の宗教人口は著しく変化している｡精霊

信仰(アニミズム)は､その信仰者数が1961年の62.3%から1991年の25.5%へと

大きく減少し､主としてペニ県(85.0%)､タポア県(68.0%)､ナブウリ県(69.3%)

など特定の県に集中している｡イスラム教徒は､ウウダラン県(99.2%)､スウム県

(98.6%)､セノ県(94.5%)と北部に集中する傾向にあり､1961年の27.5%から1991

年の52.4% (都市部62.0%､農村部50.8%)に増加している｡キリスト教徒は､最

も大きな伸びを見せているが､主として､カジョゴ県(55.5%)､クウリテンガ県

(49.5%)､ブウリキエンデ県(40.9%)の都市部に多い｡ 1961年の3.8%から1991

年の20.7% (都市部34.0%､農村部18.5%)と大きく増加している｡
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3.2.4 社会インフラ状況

都市と農村で生活インフラは大きく異なる｡本件の対象サイトのほとんどが市の郊

外に分布しており､各市には電気･通信は整備されているが､周辺域の農村部ではこ

れらのインフラ施設は皆無である｡サイトでの生活用水は主に浅井戸puits､深井戸

forageによる.

通信事情は､県庁及び幹線沿いの大きな街には電話が通じるがファクシミリは首都

ワガドゥグ以外には普及していない｡各村のレベルでは人の行き来による以外に情報

伝達の手段はない｡

道路は､アスファルト舗装された幹線道路､及びラテライト舗装の準幹線道は雨季

の通行も支障ない｡しかしこれらの道路から脇道へ入ると3tトラックがようやく通れ

る程度の道幅で､雨季には通行が困難となる道も多い｡本件の対象サイトは年間を通

じてトラックによるアクセスが可能である｡

3.3 フルキナ･ファソの農業

｢ブ｣国北部から始まりつつある砂漠化は､過放牧あるいは計画的に行われなか

った牧畜による草の消滅から樹木の枯死へと移行したものと推測される｡更に､

｢ブ｣国では薪炭材が調理用燃料の主体となっていることから､その入手のために

樹木伐採が徐々に拡大して森林の消失を招く結果となっている｡

｢ブ｣国の経済は､農業及び牧畜業に依存しているため､その生産活動は自然条件､

特に気象条件に大きく影響を受けやすい脆弱な基盤に立脚している｡このため､同国

における砂漠化の進行は､農業及び牧畜の生産性への影響が大きく､これを防止し､

農業及び牧畜への影響を軽減して農牧民の収入の安定化及び増加を図るために様々な

対策を必要としている｡

3.3.1 農業

｢ブ｣国の国土面積の33%(8.8万km2)が耕作可能地であるとされているが､実際

に耕地として使用している土地は全土の1lo/.(3万kn2)である｡全耕地の80%以上でミ

レツト､ソルガム､メイズの栽培が行われているが､ほとんどの農地は天水依存で耕

作されている｡潅概農地は全体の1%と推定される｡最も重要な換金作物は綿花で輸

出総額の40%を占める｡綿花に次く･伝統的輸出品目は畜産で､ギニア湾の湾岸諸国へ

輸出されている｡また､国内の表層水は1億m3と推定されている.地区別特色は次

ぎに示すとおりである｡

北部

中部モシ平原

西部

南顔部

サヘル･サバンナ地帯､降雨量300mm-500皿m

伝統的に牧畜が主で一部農耕が行われている｡

全人口の 2/3が集中

人口増加圧力から過度の耕作が行われており､その結果

地味の低下を招いている｡降雨量600mm-800mm

農業･牧畜混合体､降雨量600mm-800mm

降雨量が900m皿-1,000mmの所に位置し､土壌は肥沃で農
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東部

耕に適している｡風土病(オンコセルカ､トリパノゾ-

-マ(眠り病))が猛威を奮い､居住不可能な地域が多か
かった｡

:非常な過疎地､降雨量は600mm-900皿m

｢ブ｣国の経済部門での最大の目標は､主食作物の自給自足体制を整えることで､

｢ブ｣国政府は農業部門への政府支出を倍増し､主食作物と換金作物の買い上げ価格

を引き上げてきた｡また､村落レベルで実施できる小規模な自助努力的プロジェクト

(貯水池の建設)を重視している｡

3.3.2 農業開発計画

環境水利省水利総局は､既存の貯水池を利用した潅概施設計画と村落給水計画のた

めに､現在これらの貯水池の調書を作成している段階である｡農村環境整備計画につ

いては､環境水利省調査計画部が中心となり既存貯水池の多目的利用､即ち､村落の

生活用水､潅概用水､村落植林用苗木の潅概用水､牧畜用飲料水の手当てを目的とす

る計画の基礎調査を実施中である｡

3.4 事業計画｢農村環境保全計画｣

3.4.1 プロジェクトの必要性･重要性

(1)安定的かつ安全な水の供給

｢ブ｣国の一般的な地方農村地域の住民は既存沼地の付近に設けられている

浅井戸の地下水を飲料水として利用している(現地写真参照)｡聞き取り調査

によるとそれらの井戸水を利用している農民は井戸水を煮沸する焚き木が付

近に無く､また､簡易浄化装置も無く､生水を直接飲用しているとのことで

あった｡そのため消化器系疾病にかかる住民が多く､乳幼児の死亡率も FAO

の統計によると120人/1000人以上と高い比率を占めている｡そのため住民

一人当たり201Z;yL/日(サヘル地域の平均値)の給水量を確保し､生活環境の

改善･向上を図ることが同国の農村地域における課題となっている｡

(2)乾季(特に早魅時)の家畜用飲料水の確保

｢ブ｣国は西アフリカ諸国の中では肉牛の生産国､輸出国として重要な位置

を占めている｡肉牛の輸出額は､全輸出産品の 60%を占めており､同国の経

済を支えている畜産業の政府助成は今後も継続して行われる｡

しかしながら､年間を通じて安定的な肉牛を生産するためには､安全な飲料

水供給の他､飼料作物(牧草)の確保が課題となっている｡

(3)農業用水の確保

｢ブ｣国の農村地域では雨季の降雨による天水耕作で基幹穀物のトウモロコ

シ､アワ､豆類が生産されている｡農家が生産するこれらの穀物は､一部が

近隣の都市部に出荷されているが､ほとんど自給用の量しかなく､乾季には

穀物倉に貯蔵した食料を潮】々と食しているのが現状である｡これらの農村維

持のためには潅概水を手当てし､乾季にも耕作できるシステムの構築が必要
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とされている｡

(4)村落周囲､あるいは農地周囲の防砂林､林業苗畑用潅概水の手当ては砂漠化

対処計画､村落維持計画の一環から早急に検討すべき課題となっている｡

3.4.2 目的

(1)既存貯水池を改修し､多目的に利用することで､村落民へ安定的かつ安全な

水の供給を図る｡

(2)乾季の家畜飲料水の確保､畜産業の振興､付加価値のある肉牛生産

(3)村落の森林育成､植林プロジェクトの助成､植生の回復､砂漠化対処

(4)保険衛生の改善､村落の生活水準の向上

3.4.3 計画の概要

(1)計画地区

Bagassi, Guibar6, Bang16ougo, Pibsi, Ouargaye地区等計20地区.

(2)計画の内容

多目的貯水池を中心に村落民への生活用水供給施設､家畜用飲料水の施設､

潅概施設､苗畑給水施設を整備する｡多目的貯水池は既存の貯水池を改修し

て使用するため新たに土地収用する必要はない｡

1)多目的貯水池

既存貯水池改修

2)取水施設･浄化装置

太陽光発電浮体式装置

3)浄水装置

陸上設置型簡易浄化装置

4)給水施設

陸上設置型給水タンク

滅菌装置､共同給水栓

5)地下水生産施設

太陽光発電式水中モづ-ホoンフo

揚程:約100皿

6)倉庫(雨季の資機材収納用として)

7)事業費概算

8)ケナフの導入

20ケ所

20基

20基

20基

20基

3基

20ケ所

口SS.10,000,000.-

近年地球環境改善植物として注目を集めている｢ケナフ｣は西アフリカニ

ジェール川上流域を原産地とし､光合成の速度はエノキの5倍､ヒノキの2.5

倍で光合成を行うことが報告されている｡即ち､二酸化炭素の吸収･固定化

に優れた地球と生物に優しい植物である｡また､パルプの代替植物としてア
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メリカ､タイ､フィリピン､スペイン等で企業作物栽培が行われている｡

｢ケナフ｣の若葉は食用として利用できる(カルシウムは牛乳の4倍､鉄

分､ビタミンBl､ B2､ Cを多く含む)他､若葉や小枝は家畜の飼料としてり

ようでき､繊維質の多い幹部は燃料用として利用できる｡

本計画では､非木材紙用には1次処理に水と電気(エネルギー)を大量に

消費するため､非木材紙への利用は考えず､草丈が2-4皿に成長することか

ら村落の周囲､畑地の周閲に植えることにより､ハルマタンの風や雨季に局

地的に発生する強風を防そ効果がある.また､砂漠化対処で植林したばかり

の若木の周囲に植えることにより､風による表土の流亡､風食作用､降雨に

よる侵食作用を防そことも期待できる.

このように｢ケナフ｣はアグロフォレストリー､バイオマスの両分野で利

用価値が多く､画期的な植物であるため本計画では対象地区において栽培計

画を図る｡

3.5 所見

｢ブ｣国環境水利省では､現在日本政府による無償資金協力の給水プロジェクトと

林業苗畑プロジェクトを管轄しており､どちらも緊急性の高いプロジェクトであるた

め工事完成まで｢ブ｣国側も最大限の努力をする､とのことであった｡一方､これら

のプロジェクトは点的開発であるため地域開発の視野から見ると必ずしも面的効果は

薄いのではないか､面的効果に視点を置いた場合多目的貯水池を中心とする｢農村環

境保全計画｣は｢ブ｣国の農村地域開発にとって効果が上がる計画と思われるという

コメントを頂戴した｡

本計画は､対象村落への生活用水供給の他､潅概水､牧畜用給水､林業苗畑用潅概

水の手当て等､計画対象地区を面的に開発していく計画内容であるため､便益効果は

大きく真の地域開発計画となると確信し､今回の現地調査期間中に環境水利省調査計

画部と水利総局に対して｢農村環境保全計画｣の要請書作成協力を行った｡

また､砂漠化の脅威に晒されている地区においては､併せて導入する一年性植物の

｢ケナフ｣に関心を示しており､現在環境水利省種子試験場で試験栽培を行う傍ら､

｢ブ｣国の国家計画である｢グリーンベルト計画｣に採用することも決定された｡｢ケ

ナフ｣はパルプ材の代替植物として最近注目を集めているが､二酸化炭素の吸着値が

大きいこと､村落､潅概農地､植林地の周囲に植えることにより防砂林の役目を果た

すこと､成長が早く若芽･若葉は食材､家畜の飼料の代替になること等､半乾燥地に

おける最適な植物であると思われる｡

4. 象牙海岸共和国

4.1 自然条件

4.1.1 地勢

｢象｣国は西アフリカのギニア湾に面し､国土面積322.46千km三を有し､西アフ
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リカ諸国の中では経済･文化面で中核的存在の国である｡東側はガーナ､西側はギニ

ア及びリベリア､北側はマリ及びブルキナ･ファソと国境を接している｡

アビジャン市の南部に広がるEbrieラグーン(潟湖)は東西約80kmにも及び､沿

岸部から北へなだらかな地形勾配をなしている｡中央部から南部にかけて大小様々の

湖沼があり､ como6川､ Bandama川､ sassandra川及びCavally川の4つの主要河川

が南北に流下している｡北西部のギニア国境には同国最高峰の Nimba山(標高

1,752m)がある｡

4.1.2 気候

｢象｣国の気候は降雨分布により､沿岸部から北緯約7度までの地域の熱帯雨林気

候(年間降雨量2,000mm以上)､北緯7度から北緯9度までの熱帯雨林気候からサ

バンナ気候への移行地域(年間降雨量1,200-2,000mm)､及びサバンナ気候の3気候

帯に分割されている｡熱帯雨林気候帯は､ 4-7月の大雨期､ 7-9月の小乾期､ 9-ll

月の小雨期､ ll-3月の大乾期に分けられる｡熱帯雨林気候からサバンナ気候の移行

地域では11-3月の乾期､ 4-10月の雨期に二分割されている｡また､サバンナ気候

帯では11-4月が乾期で雨期は5-10月に明確に分割されている｡

4.2 政治経済社会条件

4.2.1 人口

｢象｣国の人口は1995年現在1,430万人である｡商業首都のアビジャン市､政治

首都のヤムスクロ市､中部のポアケ市､西部のグロア市に人口集中が見られ､年間人

口増加率は80-92年の平均で3.9%である｡西アフリカ諸国のなかで人口増加率が高

い理由は､乳幼児の死亡率が低いことと周辺国からの移民流入と見られる｡現在｢象｣

国には農業労働者､サービス業労働者の移民が総人口の30%を占めているとされてお

り､更に西部地区においてはリベリアからの内戦避難民の流入が見られる｡

4.2.2 民族･言語

｢象｣国には約60の部族が存在すると言われているが､使用言言吾から次ぎの4グ

ループに大別される｡

主要民族

使用言語 主な部族 主な居住地区
1 ア力ン語 アグ二族､アフロン族､パウル族 中部､南部､東部
2 クル語 デイダ族､ベテ族､ゲレ族 森林地帯
3 マンデ語 グロ族､ダン族 南部から北西部
4 ボルタイツク語 セヌフォ族､クランゴ族､ロビ族 フ小ルキナファt)から南下したもの

出所:開発途上国国別経済協力シリース■ ｢象牙海岸共和国｣
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｢象｣国の公用語はフランス語であるが､各部族はそれぞれの言語を使用している｡

都市部ではフランス語が通用するが､地方ではフランス語と現地語の通訳が必要であ

る｡

4.2.3 宗教

宗教は伝統的なアニミズム(原始宗教)が全人口の約63%､イスラム教が25%､

キリスト教は12%である｡

4.2.4 社会インフラ状況

商業都市のアビジャン市は西アフリカで唯一の近代的設備を持つ港を有し､近隣国

の貿易港ともなっている｡そのため国内の道路網は延長66,730km (内舗装道路は

4,330km)と発達しており､ブルキナ･ファソのワガドゥグ-市とアビジャン市の問

には1,146kmの鉄道がある｡また､ ｢象｣国の電力はほとんどが火力発電で､ 1995年

にアビジャン市郊外に天然ガスを燃料とする発電所が完成し､同国の電力の45%を

賄っている｡しかしながら､北部､北西部地域の農村部では来電化の村落が依然とし

て存在し､給水施設も未整備地区が多い｡

4.3 象牙海岸の農業

4.3.1 農業

｢象｣国の農業はGDPの37%を占め､全労働人口の約70%が農業に従事している

ように同国の重要な産業であるo換金作物のカカオ､コーヒーの栽培は両方で耕作面

積の60%､輸出高の40%以上､農家現金収入の75%を占めているo主要食料として

キャッサバ､メイズ､大豆､米が挙げられる｡近年｢象｣国政府は食料の自給率を高

めるため単位収量の多い稲作を重要視し､更に米は他の穀物に比べ美味で滋養に富み､

保存がきくという利点から主要食糧と認識されている｡農業省は国家稲作プロジェク

ト局(PROJET NATIONAL RIZ: PNR)を設立し､ PNRは同国の中部地域から東部に

広がる低湿地を対象に水田稲作事業を実施している｡我が国も1996-98年にBOAKE

地方において潅概用ダムによる小規模潅概計画(水田稲作176ha)を無償資金協力で

実施した経験がある｡

その他の農産物として綿花､ゴム､パームオイル､バナナ､パイナップル等の伝統

的作物と切り花､観賞用熱帯植物､生鮮果物､生鮮野菜等の非伝統的作物栽培にも政

府は力をいれ､国内市場の拡大とこれらの輸出振興を行っている｡

4.3.2 農業開発計画

1993年9月に公表された｢農業開発マスタープラン(1992/2015)｣は､ ①農産物

の単位収量を増加させることによる自由市場の改善､ ②食料の自給自足と保証につい

ての調査研究､ ③森林資産のリハビリを目的に掲げ､ 2015年までの長期計画として

農村社会改善のための開発計画と食料増産計画､また中期計画として農地拡大､食料
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の自給自足､農家収入の増大､環境面から森林伐採の間遠った方策の是正を盛り込ん

でいる｡

4.4 事業計画｢農村環境保全計画〔西部地区〕

4.4.1 プロジェクトの必要性･重要性

(1)水資源の活性化と安定的かつ安全な水の供給

グロア地区､ガニヨア地区ともに村落の外れ約1kmの所に生活用水用の深井

戸が1カ所存在するのみで住民は水汲みが毎日の日課となっている｡ 96年と

97年の早魅年には井戸の地下水位が低下し､給水車の要請を行ったことがあ

る.今年も地下水位が低く､深井戸での順番待ちに一日の大半を要する状況

であった(現地写実参照)0

グロア地区とガニヨア地区の住民数はそれぞれ2,574人､ 2,461人であり､

水源井戸数と生産地下水量は絶対的に不足している｡各地区で村の長老･世

話役等を交えた集会を持ち､現況調査を行ったところ､新たな水源計画の申

請をしているものの中央政府､管轄自治体の予算上の都合で計画は先送りさ

れている､とのことであった｡いずれの地区でも早期に安全な生活用水が安

定的に供給される施設の建設が待ち望まれている｡

(2)農業用水の確保

グロア地区､ガニヨア地区にはそれぞれ約300m四方の貯水池が存在し､か

っては水田稲作用に使用されていた｡取水施設､水路等の老朽化が著しく､

現在は機能しておらず､稲作も雨季の天水に頼っているのが現状である｡ま

た､貯水池はどちらも素掘り構造で浸透量が大きいことが予想される｡既存

の耕地が存在しているため新たに造成する必要は無く､これらの貯水池を改

修し､潅概施設が整備されれば生産性の増大が図れる｡

4.4.2 目的

(1)既存貯水池を改修し多目的に利用することで､村落民への安定的かつ､安全

な水の供給を図る｡

(2)潅概施設を整備することにより米の単位収量の増大を図る｡

4.4.3 計画の概要

(1)計画地区

グロア地区

ガニヨア地区

(2)計画の概要

既存貯水池を改修し､多目的に水資源を利用するために村落民への生活用水

供給施設､概施設､家畜給水施設を整備する｡

1)多目的貯水池
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既存貯水池改修

取水施設･浄化装置

太陽光発電浮体式装置

浄水装置

陸上設置型簡易浄化装置

給水施設

陸上設置型給水タンク

滅菌装置､共同給水栓

潅概施設改修

グロア地区:閲水路延長4km

ガニヨア地区:閲水路延長6km

倉庫(雨季の資機材収納用)

事業費概算

2ケ所

2ケ所

ロS$6,700,000.-

4.5 所見

象牙海岸共和国では､首都ヤムスクロ市の北約100kmのBouake地区に昨年末日本

の無償資金協力による小規模ダム建設計画が完成し､水田176baの潅概水を賄うこと

となった｡今回農業省とインフラ経済省で計画が進められている｢農村環境保全計画｣

は､既存のダム(溜弛)を改修することにより､水田､畑地の潅概水を手当てすると

同時にダム周辺の村落の生活用水､家畜用飲料水を確保する内容であるため用地収容

の課題も無く､事業実施による便益は大きいものと思われる｡現地調査に同行した農

業省の技師によると｢象｣国の東部､北部地域には現在使われていない農業用ダム･

溜池が多数存在する､とのことであった｡ ｢象｣国は水資源が豊富な国であるため少

ない投資額で大きな便益の得られるダム･貯水池の改修工事を行い､農業用水､村落

の生活用水､集出荷施設への給水等､ダム･貯水池の水を多目的に利用できる事業を

無償資金協力によって実施することはかなり効果的と考えられる｡

5. モロッコ王国

5.1 自然条件

5.1.1 地勢

｢モ｣国はアフリカ大陸の北西部に位置し､ジブラルタル海峡を挟んで14km対岸

にはスペインがあり､東側はアルジェリアと南側はモーリタニアと国境を接している｡

国土面積は710,850kⅡ-=で日本の約倍であるが､その内252,120km二は西サハラ砂漠で

ある｡北部にはリフ山脈が東西方向に走り､中部から南部にかけて3000m級の山々

からなるアトラス山脈が｢モ｣国を縦断する形で横たわっている｡
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5.1.2 気象

商業都市のカサブランカから北部にかけては地中海性気候､内陸部は大陸性気候､

アトラス山脈地帯は冬に降雪のある山岳性気候､アトラス山脈の東側及び南側は砂漠

性気候である｡地中海性気候は､冬の雨季と春･夏･秋の乾季で乾季には雨がほとん

ど降らない｡ ｢モ｣国全土について気温の昼夜較差､季節較差が大きいことが特徴で

ある｡参考例として代表都市のカサブランカの月別平均気温と降水量は次ぎの表の通

りである｡

カサブランカの月別平均気温･降水量

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 【Ⅲ 12

平均気温(oc) 12 13 15 ー6 18 20 22 23 22 19 16 13

425降水量(mm) 65 55 55 40 20 2 0 1 7 40 55 85

出所: '′ouid1993"

5.2 政治経済社会条件

5.2.1 人口

｢モ｣国の人口は､地域別に見ると首都のラバト市､カサブランカ市を中心とする

北西部の月巴沃な平野地帯と沿岸部に集中しており､内陸部のフェズ､メクネス､マラ

ケッシュ市では人口が停滞しているのが特徴的である｡

次ぎの表は1997年7月現在の地区別人口分布と人口密度である.

人口(単位1,000人) 1997.7

地区名 UrbaⅠー Rural 合計
面積

km】

人口密度

kmI

OuedEd-Dab-Jb-Lagoourira 34 8 42 50,880 0.8

Laayoune-Boujdour-SakiaEJHanlra 180 Eq 191 139,480 1.4

Gtle1Ⅰ一ーiⅠl-Es-SeⅠーーara 234 171 405 133,730 3.0

SollSS-Mass;I-Darra 1026 1763 2789 70,880 39.3

Gharb-Chrarda-BeniHsserL 679 1032 1711 8,805 194.3

Chaouia-Ouardigha 631 950 1581 16,760 94.3

Marrakesh-TellSift-AJHaouz 1042 1790 2832 31,160 90.9

Oriel】ta】 1047 773 1820 82,820 22.0

Casab)anca 3109 139 3248 1,615 2011.1

RabaトS;】li 1705 419 2124 9,580 221.7

DoukkaⅠa-Abda l≡田 EEEZgl 1857 13,285 139.8

480 894 1374 Ⅰ7,125 80.2

lalet EEEEl 944 1983 79,210 25.0

Fez-BouJellーa[ーe 1002 414 1416 19,795 71.5

Taza-AIHoceim:I-Taounate 399 EEE3 1765 24,155 73.1

TarlgleT-Tetouan EE3gl EE] 21T:≡ ll,570 187.7

総計 14524 12786 27310 7川,850 38.4

出所:Morocco ill figures 1997
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｢モ｣国の基幹産業である農業は､小麦､大麦､豆類､トウモロコシ等の穀物を中

心に柑橘類､オリーブ､リンゴ､ブドウ､コーヒー等の果樹栽培が盛んである｡また､

てんさいやサトウキビは大規模農家による安定した栽培が行われている｡

FAOの''Yearbook of Production''によると

畜産業はほとんどが伝統的な放牧が行われており､鶏肉､牛肉､羊肉､山羊肉が生

産されている｡

5.2.2 民族･言語

｢モ｣国の公用語はアラブ語で､フランス語も外交､産業経済の分野で使用されて

いる｡人口の1/3は山岳地帯に多く住むベルベル人で､多くのモロッコ人はアラブ語

とベルベル語をともに話す｡

5.2.3 宗教

｢モ｣国の国教はイスラム教であり､国王はモロッコにおけるイスラム教の最高指

導者である｡

5.2.4 社会インフラ状況

｢モ｣国政府は道路を初めとする国内のインフラストラクチャーの整備事業に積極

的に取組んでおり､2年前にラバト市と北西部のララチェ市を結ぶ高速道路が完成し､

カサブランカ､ララチ二間は大幅に所要時間が短縮された｡同国はアフリカ諸国の中

では道路網が最高水準に発達している｡しかしながら､北部地域の地方市町村を結ぶ

連絡道は未整備区画が多く残されている｡
｢モ｣国の鉄道は､ 1963年に国有化されてから既存路線の改修と新設路線の建設

が行われてきており､鉄道の総延長は1800k皿を超え､電化率は50%である.ジブラ

ルタル海峡を横断してモロッコとスペインを結ぶ橋､あるいは海底トンネルの建設は

1979年にモロッコの旧都フェズ市で両国の元首が会談した際に決定され､自動車専

用の橋になるのか､鉄道トンネルになるのかは現在のところ未定である.

｢モ｣国の北西部､地中海と大西洋に面した沿岸部には8つの主要港と11の地方

港があり､我が国の水産無償では過去3ケ所の地方港のインフラ整備が実施された｡

地方港(主に漁港)には保冷庫､冷凍庫､加工場等の施設が整っているところが少な

く､また､観光客､貨物等の運送を充実させるために｢モ｣国政府はこれらの施設整

備に重点を置いている｡

5.3 モロッコの農業

5.3.1 農業

1995年における農林水産業の生産額は約46億ドルで国内総生産に占める割合は14%
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であり､基幹産業としての地位を占めている｡主な作物は小麦､大麦､豆類､トウモ

ロコシの穀物類で､柑橘類､オリーブ､リンゴ､ブドウ等の果樹栽培も盛んに行われ

ている｡また､北西部の平野部や沿岸部では甜菜､サトウキビ､ヒマワリ(食用油用)

の大規模栽培が行われている｡農業分野の特徴は､中山間他における生産性の低い伝

統的零細農業と平野部における生産性の高い近代的農業が併存していることである｡

｢モ｣国政府は従来から潅概事業に力を入れているが､潅概面積率は耕地の9%程度

と低い｡

牧畜は山岳地における伝統的な放牧が主で､一部近代的経営による乳牛､養鶏が見

られる｡これら家畜の飼料用の牧草､飼料作物は､スプリンクラー潅概が行われてい

る地域外ではほとんど普及していない｡

｢モ｣国の林業は国土面積の20%足らずで､林業省は同国の南東部から始まりつつ

ある砂漠化に対処するための行動計画を策定し､全国51ケ所に苗畑施設を普及させ､

中央部から北部にかけての植林計画を進めている｡

5.3.2 農業開発計画

｢モ｣国農業省は､ 1988年に施行された｢第5次国家開発計画｣の中で①農業･

農村開発促進と砂漠化防止､ ②民間主導型の中小規模事業の促進､ ③地域開発計画の

強化･促進等を掲げ､持続的な経済成長を目指したが､ 1992年以降は新たな国家開

発計画は策定されなかった｡農業省は､ 1998年から99年にかけて｢5カ年行動計画｣

を策定中とのことであったが､現時点では未だ公表されていない｡

一方､王立北部地域開発庁は1996年に地中海沿岸の北部地域総合開発計画の骨子

を発表し､水資源開発､農業生産基盤整偏､社会インフラ整備等の事業の具現化に取

組んでいる｡

5.4 事業計画｢北部農村地域開発計画｣

5.4.1 プロジェクトの必要性･重要性

本計画地域は｢モ｣国の国土面積の1/15であるが人訓ま1/5を占めている｡標高

2000m-2500mの山並みからなるリフ山地を中心とする周辺域は豊富な水資源が望め

ることから農業生産基盤､給水整備等の計画を実施することにより､農業生産性の増

大､諸産業の活性化を図ることが可能である｡また､社会インフラを整備することに

より､農村地域の生活水準の向上が図れる｡現在事業計画執行機関である王立北部開

発庁は計画推進のために融資元を探している段階にある.

5.4.2 目的

本計画は北部地域及び周辺域の雇用を創出するために農業農村基盤整備､水資源開

発､港湾整備等を行い､産業の活性化を図ることを目的とする｡更に､農民の農業所

得増大により農村部の生活水準の向上を図ることにより､都市部との地域格差是正を

目的とする｡
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5.4.3 計画の概要

本計画対象地域は､ ｢モ｣国北西部のT6toua11市南部のZarka川流域を対象地域と

した農村基盤整備､農業生産基盤整備である｡

計画の内容

1) 水源開発

湧水池の整備

5.5

1ケ所

(生活用水､潅概用水用)

深井戸建設(井戸深100m) 1ケ所

(村落給水用:太陽光発電水中卜夕-ホ○ンフo)

共同給水場整備

2) 潅概施設

取水工建設

水路改修

3) 流域保全

zarka川右岸､左岸

4) 農道整備

復員4m

5) 農村電化

太陽光発電装置

6) 事業費概算(直接工事)

所見

1ケ所

1ケ所

3km

8km

8km

3ケ所

US$5,000,000.-

｢モ｣国の農業は平坦部の近代的大規模農業と中山間地の在来型小規模農業に大別

されるが､農業従事者は後者の方に多く分布している｡在来型の小規模農業は天水に

よる作付けが主体であるため､小麦､トウモロコシ等の穀物の生産量はその年の天候

により大きく変動し､小規模農家の生活水準は大規模農家に比べ依然として格差が大

きい現状にある｡計画対象地区は｢モ｣国北部のTelouan市南部の中山間他に位置し､

水道､電気が未整備の地区である｡類似地区は北部圏内に20地区以上存在するとの

ことであった｡同国においては日本政府の水産無償協力により漁船修理ドック建設､

漁港改修､漁業高等学校施設建設が実施されてきた｡これらの計画地区はいずれも北

部地域に集中している｡したがって､今後継続的に北部農村地域のインフラ整備計画

を実施していくことは当地域について全体的開発計画に結びつくため効果的な援助と

なる｡
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① 調査団員略歴

② 調査日程

③ 面会者リスト

④ 収集資料リスト

⑤ RAPPORTSUR LA VISITE DES SITES DU PROJET

⑥ 要請書ドラフト(ブルキナ･ファソ｢農村環境保全計画｣)

⑦ ブルキナ･ファソ国グリーンベルト計画位置図

⑧ 既存溜弛改修断面図

⑨ ドリップ潅概､マイクロスプリンクラー潅概施設概要図

⑬ 農村環境保全計画概要図(仏文)

⑪ 象牙海岸共和国農業マスタープラン要約(英文)

⑫ モロッコ北部地域開発計画概要図､地区別人口分布

⑬ 太陽光発rr3ji方式浄化装置設置事例

⑪ ブルキナ･ファソ国環境水利省組織図



① 調査団員略歴

調査団貞名 経歴

宇佐美準- 昭和26年11月10日生

昭和51年3月宇都宮大学農学部農業開発工学科卒

昭和55年4月中央開発(秩)海外事業部入社

昭和56年7月(財)日本農業土木総合研究所出向

昭和63年1月国際航業(樵)海外事業部入社

平成9年1月アジア航測株式会社海外技術部

主任技師

② 調査日程

5月30日(日)

5月31日(月)

6月01日(火)

6月02日(水)

6月03日(木)

6月04日(金)

6月05日(土)

6月06日(日)

6月07日(月)

6月08日(火)

6月09日(水)

6月10日(木)

6月11日(金)

6月12日(土)

6月13日(日)

6月14日(月)

6月15日(火)

6月16日(水)

6月17日(木)

成田発/パリ着(出国､移動)

パリ発/ワガドゥグ一着

環境水省調査計画部表敬訪問､事業計画の打合せ

JICA専門家事務所表敬訪問､情報資料収集

現地調査

現地調査､情報資料収集

環境水省調査計画部に現地調査結果報告､環境水省大臣に事業計画に

ついて説明､外務省二国間経済協力部表敬訪問､大蔵省経済協力部表敬

ワガドゥグ一発/アビジャン着(移動)

資料･情報整理

日本大使館表敬訪問､農業省計画局表敬訪問､農業省稲作事業計画部

表敬訪問､事業計画の打合せ

環境省環境部表敬訪問､現地調査(アビジャン発/マン着)マン泊

現地調査(マン地区､ドロア地区)ヤムスクロ泊

現地調査(ガグニヨア地区)

現地調査(トラサレ地区)

資料収集･整理

資料･情報整理

農業省計画部打合せ､資料収集

日本大使館現地調査結果報告､ JICA事務所表敬訪問

アビジャン発/カサブランカ着(移動)､日本大使館表敬訪問

北部地域開発庁打合せ､資料収集



6月18日(金)現地調査(テトウアン地区)

6月19日(土)現地調査(ララチェ地区)

6月20日(日)ラバト･カサブランカ発/マドリド着(移動)

6月21日(月)マドリド発/(移動)

6月22日(吹)成田着

③ 面会者リスト

〔ブルキナ･ファソ国〕

(1)環境水省(MEE)

Mr. Soma I〕ARO

Mr. Ami(lou KARAMA

Mr. Lassina TRAORE

(2)外務省(MAE)

Mrs. Sanne YANOGO Safi6tou

Mr. Hama(li BOUREIMA

(3)大蔵省(MEBA)

Mr. GOUEM I(1rissa C6lestin

(4) JICA専門家

保久丈太郎

後藤雄介

〔象牙海岸共和国〕

(1)農業動物資源省(MARA)

Mr. KOUASSI KOUAME Bernard

Mr.Ami(lou KONE

Mr. Vell LOUA

(2)インフラ経済省(MIE)

Mr. Mama(louA. SAKHO

Mr. A(lama IDO

(3)環境省(ME)

Mr. N-GUESSAN M●Gbra

環境水利省大臣(水利)

環境水利省調査計画部長

環境水利省調査計画部課長

外務省二国間外務顧問

外務省アジア担当部長

大蔵省総務部長

環境水利省水利森林絵局村落緑化

整備局所属

環境教育

農業動物資源省農村開発部長

農業動物資源省農村経済部長

農業動物資源省農村地域技術顧問

インフラ経済省水利部長

インフラ経済省水利課長

環境省環境部部長



(4)日本大使館

坪田俊郎

石田辰則

(5) JICA事務所

阿部紀子

〔モロッコ王国〕

(1)北部地域社会経済開発庁

Mr. Ha(ldou HROUCH

Mrs. Mille Anal BAHIJ

(2)農業省

Mr. Larbi Zagdouni

(3)日本大使館

北淳寛治寛次

一等書記官

三等書記官

アビジャンJICA事務所所長

北部地域社会経済開発庁国際協力部

部長

北部地域社会経済開発庁国際協力部

事業部長

農業省農村開発部部

一等書記官



④ 収集資料リスト

(1)地図類

1)ブルキナ･_ファソ行政区分図

2)地形図

3)地形図

4)地形図

5)地形図

6)地形図

7)地形図

8)地形図

9)地形図

10)地形図

OUAGADOUGOU

TENKODOGO

KANDI

BOI∋0-DIOULASSO

OUAGADOUGOU lb,1d,2a,2c

GRAND LAHOU

GUIGLO

GAGNOA

DALOA

1/1,000,000

1/500,000

1/500,000

1/500,000

1/500,000

1/50, 000

1/200.000

1/200,000

1/200,000

1/200,000

(2)統計図書

1) LES INDICATEURES SOCIAUX 1996 ROYAUMEDU MAROC

2) MoroccoinfiguleS 1997

(3)農業､環境関係図書

1) PLAN DIRECTEUR DU DEVELOPPEMENT AGRICOLE 1992-2015

(象牙海岸 農業開発計画1992-2015)

2) DEPOLLUTION DE LA LAGUNE EBRIE, ABIDJAN

(象牙海岸 アビシナヤン､エフttリエ･ラクー-ン浄化計画)

3) DOSSIER AFFERENT AU PROGRAMME DE DEVELOPPEMENT INTEGRE

DE LA ZONE ZARKA

(モロッコ北部地域 サルカ地区総合開発計画)

4) AXES STRÅTEGQUES DE DEVELOPPEMENT ECONOMIQUE ET SOCIAL

DES PREFECTURES ET PROVINCES DU NORD DU ROYAUME

(モロッコ北部地域開発計画概要書)



琵譜昏退琶窯業群雲

JUIN 1999

AD CA (Association des Consultants de Diveloppement Agricole)



Ouagadougou le 4 juin 1999

A l'attention de :

Son Excellence Monsieur le Ministre,

Ministere de l'Environnement et de l'Eau

Rapport sur la visite des sites dn Projet d'aln占magement de

l'emviromnement rural (bassin polyvalent)

Nous avons l'honneur de faireunrapport sur la visite des sites du Projetqul a
6t6 effectuie en quatre-jours

du 1 juinau 4 juin 1999 en collaboration avec le
Ministere de l'Environnement et de l'Eau.

Ce Projet a pour objectifd'am61iorer les conditions de vie.rurales en sicurisant
l'alimentation en eau potable salubre de la populationrurale d'une part, et

d'assurer l'approvisiormement en eau pour le reboisement, les pep皿ereS,
′ ●

●
ヽ

l'irrigation et le bitail pouram61iorer l'envirormement rurald'autre part･

A long terme, ce Projetprevoit 6galement :
′

1) la lutte contre la disedfication.

2) 1a relance de l'indus廿ie d'61evage en augmentant la production de viande de
bonne qualiti destin6e a l'exportation.

3) la relance de la fabrication de charbon de bois.

En croyant que vous comprenez bien l'importance de ce Projetpour le Burkina
Faso,･ et que ce demier a bien des facteurs permettant de co血ibuer largement

non seulement au d6veloppement regional, mais aussi au d6veloppement



6conomlque du pays, nous vous conseillons d'itudier la possibilit6
de soumettre

une lettre de requite de flnanCement nOn remboursable pour ce Projet au

Gouvemement du Japon.

La visite des sites nous
a fait remarquer que les conditions de vie des sites sont

plus d6favorables que
nous ne le croyons et que les ressources de terre et de

l'eau ne sont pas utilisies d'une mani主re efficace.

Dams ces conditions,
nous pensons qu'il est tr占simportant de mettre en αuvre ce

Projetau plus t6t･

Veuillez trouver cl-JOmt, la copie de l'avant-projetde la lettre de requite de

financement du Japon que la D･E･P･ du M･E･E･ est entrain de compliter･

Diligation de l'A.D.C.A.

彪慧-i



Revision en avri1 1996

FORMULAIRヱDE REQUETE POUR LA COOPERATION FrNANCIERE

NON-REMBOURSABLE DU JAPON

(DONS POUR LES PROJETS GENERAUX ET POUR LA PECHE)

1･ Datederidactiondelarequete : mois Ao凸t annie 1999

2. Pays candidat

3･ Titre du prq】et

4. Secteur

5･ TypedeproJet

BURKNA FASO

Prol'et d■aminaEement de l'environnement

rural

Environnement et divelot)Dementrural

: OFoumitured･iquipements

㊨construcdon d･instal1adons

6･ Rigionconcernie : dipartement/prefecture :

ville/commune/village :

de la capitale : Aenviron heure(s) en voiture/en avion

(Ⅵui11ezjoindreune carte de la region prisentant la situation de la region concemie par

rapport a la capitaleainsi que les alentours du site.)

7･ Coatdupro)et:+

8, Amie de rialisation souhaitie :

US ll.026.000

Etude en site: 1■annie ≠

Rialisation : 1-a皿ie 2001 2002

9･ Organisme d'exicution :

Minist主re / Agence

Responsable :

Adresse :

Minist占re de 1-Environnement et de 1-Eau.

Nom et Pr(…nom M. Amidou KA仙

Service Directeur des Etudes et de la

Planification

N de t61iphone/fax : 2261-32-4074



10･ Presentation de l■organisme d'ex6cution.

Veuillez dicrire de maniere ditai11占e la position de llorganisme au sein du gouvemement,

sa competence, ses activitis pnncIPales, SOn budget a皿uel, ses effectifs, etc., et joindre son

Organ1 gramme.

Tableau du budget a-uel et du nombre des effectifs du service responsable du proJet

pendant les trois demieresannies 'ainsl que les prevISIOnSI

Nom du service :

Ann古e

Budgetannue1

EB:ectifs

2



11･ Contextedelarequete.

Veuillez dicrire de maniere ditaillie la situation actuelle et les probl主mes du secteur et du

site concemis de la requite, et foumir, en utilisant des statistlqueS et des documents relatifs au

pro)et, des renselgnementS COnCretS Sur 1-importance, la nicessiti et l■urgence du proJet･

(1) Siluation acLuelle de cesecteur

D■apres les statistlqueS du PNUD et de la Banque Mondiale de 1988, 1e taux

d'alimentation en eau au Bu血a Faso est de 43%血IS les zones urba血es et de 69%

dans les zonesrurales･ Cependant, il nlest pas possible de faire une comparaison simple

de ces tau又 pour savoir si les besoins en eau sont satisfaits, A cause de la dif托rence du

volume d-eau consommie entre les zones urbaines etrurales. Autrement °it,jusqu'en

1995,且Ouagadougou, 1a capitale, etえBobo-dioulasso, 1a secondeville du pays, 1a

consommation par habit皿t itait de 82 lit./personne. Par contre, elle est estimieえ20

1itJjouret paLr PerSOrme dams les zonesrurales, soft moins du quart de celle de ces deux

villes･ Dams les zonesrurales, 1a penurie en eau nicessaire a la vie quotidienne, a savoir

lTeau potable, 1'eau pour le lavage des mains, pour le bain, pour la lessive etc. est

chronique, et 1-eau pour les animaux domestlqueS et le bitail dams les fermes est

vraimentinsuffisante.

Le manque d-eau est lii且1raugmentation des maladies, et il n-est pas souhaitable, sur le

plande la santi publique, que les habitants utilisent des eaux stagnantes (eauboueuse)

pour leurs besoins quotidienset mime comme eau potable, comme on peut le voir

parfois･ Le taux de mortalitiinfantile du Burkina Faso est plus ileve que celui des pays

voisins, et ron peut dire que le manque d'eau dams les zonesrurales en est certainement

la cause lointaine.

(2) Prob)占me占re'soudre dams cesecteur

Dans les zones rurales, 1-obtention du volume d-eau nicessaire pour vivre se fait

difrlCilement, et le volume dleau parperso皿e et par JOur a 6ti calculi a 20 litres.

3



Comme 1-eau pour les besoins quotidiens tels que la cuisine et la lessive est incluse

dams ce chi缶e, cela laisse a penser que le volume dfeau utilisable comme boisson en

toute sicuriti est tr占sr6duit･ Dams les zones oil la quantiti d'eau disponible par habitant

est limitie, 1afr6quence des maladies est giniralement ilev6e, et le tau又 de mortaliti

infantile en subit aussi les consequencesI De ce fait, la disponibiliti d.une population

active stable est impossible, et rend difrlCile le renforcement de la puissance du pays et

son d6veloppement.

(3) Ne'cessife'et avanlages de l'ame'lioralion de ce secleur

La nicessiti et les avantages de 1-amelioration de ce secteur sont corrme suit.

-
Foumiture stable d-eau safe

Plus de 20 litres par )our seront foumisふchaque habitant, pouramiliorer le cadre

devie.

- Foumiture de l'eau pour le bitailpendant la saison sとche (en particulier pendant la

sicheresse)

Le Burkina Faso )oueunr6le important de pays producteur et exportateur de bceufs

de boucherie en Afrique occidentale･ Le montant des exportations de bαufs de

boucherie represente ～"/o du totalde ses exportations, et le gouvemement va

continuerえassurer sonaide主1'ilevage qul SOutient l'iconomie du pays･

Il faut igalement assurer lleau potable pour les b∝ufs de boucherie tout au long de

l'a皿ie et l■eaud'irrigation pour les plmtes fourrag主res (prairies).

1Aminagement
des arbresanti-sable plant6s autour des villages ou autour des

champs, etalimentation en eau dlirrigation pour les pipini主res. Pans le cadre du

projet''8 000vi11ages, 8 000 forets'')

- Assurance de I.eau pour ragnculture

- Alimentation en eau d.irrigation pour les c6rぬ1es de base, les legumes, 1es f血its etc.

4



(4) RajPOrt entre [e secteur el ]e Projet

Le volume d'eau par personne et par)our dams les zonesrurales du Burkina Faso est de

20 litres, unnlveau tres bas･ Corr-e 1.eau pour les besoins quotidiens de chaque foyer

est incluse dams ce volume, 1a penurie en eau est chronique･ Les ann6es de sicheresse,

1'eau pour le bitai1 est absolument insuffisante, ce qui influe directement sur le b(芳ufde

boucherie exporti, et constitueunrude coup pour le secteur de 1.ilevage qul )Oue un

r61e important dams l'acquisition de devises.

Le Burkina Faso est en traind'exicuter le Projet I.8000vi11ages, 8000 forets-I corrme

plan national de reboisementrural qu-il avait entam占A I-occasion de la Confirence de

Rio sur rEnvirormement en 1992･ Ce proJet Va dans le sens de la Convention pour la

lutte contre la disertification entree en vlgueur en dicembre 1996, mais les ressources

en eau dependent des petits bassins de stockagemis en place par les habit皿tS euX-

memes depulS l'ipoque du gouvemement pricident. Toutefois, corrme le montant des

fonds publics affectis a ce secteur est limit占, 1■exicution du pro)et stagne･ C･est

pourquoi le Minist主re de l■Environnement et des Ressources en Eau vise dams le cadre

de ce ProjetA assurer 1-eau pour le diveloppement des forets.

(5) La raison pour ]aquel]e cette reque'te estfo-ule'e aupr占s
du Gouvernementjaponaz's

pour un don non-Tlemboursab[e

Vu le manque de fonds pour la rialisation de ce Projet,son execution est demandie au

Gouvemement )aponais qul pOSS主deune grande experience teclmique dams ce domaine.

12･ Relation avec le plannationalde d6veloppement･

(1) Relation avec le plannational de diveloppement.

Nom du plan

Piriode : de

5



Positiormement du
projetdams le planci-dessus, y compns le contenu du plan.

(2) Relation avec le programme giniral du secteur concemi.

Hygiene: Etablissement d.un systとme permettant que des traitements

midicaux pulSSent etre reCuS par tOute la population avant l'an

2000

Environnement: Mesures contre la disertification

Ressources en eau: Alimentation en eau courante a toute la population avant 1997

Education

Finances

Hausse du taux de scolarisation de 20 % a 40% avant llan 2005.

Hausse du taux de croissance du PIB a 3% avant l'an2005

131 0bjectifs(donnez une description concr主te, avec inumiration).

(1) Objectifsduprojet.

Foumiture dTeau saine de mani占re stable aux b6nificiaires par la construction de

bassins de stockage polyvalents

Assurance de l'eau potable pour le bitail pendant la saison s占che

Assistance pour le projet
de diveloppement forestier dams lesvillages

(2) Objectifs giniraux.

Amilioration de la santi et de l■hygihe, augmentation du niveau devie des zones

rurales

Diveloppement de l'ilevage,amelioration de la qualiti du b(芳uf de boucherie

R6tablissement de la vigitation qul COnduira, A long terme, A un proJet de lutte contre

la disertification

6



14･ Contenu du
projetet

de la requite (Donnezune description concr占te, avec 6numiration).

(1) a_ En cas de construction d'installations.

Description desinstallations requises (y compris nom et adresse du site, criteres de

choix du site, photographies, plans de conceptlOn
- aVeC COteS et Superficies

-

nombre d'instal1ations requises, matiriels et 6quipements souhaitis, etc.)

Bassins de stockage polyvalents:

100mx lOOmx3,5m(h) 20 emplacements

Installations de pnse d■eau:

- Avec dispositifd'ipuration au charbon de bois de type

flottant photovoltall'que

- Tuyaux en fbnte ductile

20 unit6s

20m 20 emplacements

Couvercle:

- cache avec flotteurs 2,500m2 20 unites

Station d'ipuration:

- Dispositifd-ipuration simple au charbon de bois

(hstal1ationau sol)

(eliminationdes SS :Solide suspendu, DBO: Demande Biologique en

Oxyg主ne)

2mx2,2mx2m(也) 20 unitis

hstallation d'alimentation:

- Riservoir d-alimentation en eau au sol

2,Omx 6,0 mx2m (h)20 unitis

- hstallation d'alimentation en eau

Eau pour les besoins quotidiens, partiellement eau potable

- Dispositifde st6ri1isation

- Bomes-fbntaines

- Abreuvoirs

7



Installation de production d■eau soutemine:

- Motopompe immergie photovoltall'que

Olauteurde relevage 150 m)

- Bomes-fontaines -I- Eau potable

20 unitis

Dip6t (pour le rangement des iquipements et mat6riaux pendant la saison des

pluies):5mx6mx4m(也) 20 unitis

a'･ En cas de fomiture d.iqulPementS.

Liste des iquipements requis (y compris nom et adresse du site de livraison, crittres

de choix, disignation, specifications, quantit6s, pnxmitaire et montant total des

iquip ements).

Matiriel pour la formation au diveloppement des forets villageoises:

- Pompe detype photovoltaTque (hauteurde relevage 10 m) 20 unites

- Flexible d'arrosage (rouleaude 20 m x 2unitis)

- Amosoirs, pelles, seaux, etc.

Vihicules :

- Petits camions: unite par bloc pour 1-exploitation/maintenance

et le transport des iqulpementS et matiriaux, 2 unites au total

20 unites

b･ Mithode de gestion et d-entretien desinstallations et des iqulPementS

(V血illezindiquer lepersoru1el -

ainsi que sonmiveau technique -

et le budget qui

serontallou6s A ce projet)

Etant dormi la possibiliti d-un approvisionnement <くSeml-permanent〉〉 en inergle SOlaire,

1es丘ais de maintenance et de gestion lies au fonctionnement des installations

hydrauliques (installationsde prise d.eau, d'ipuration, de production d'eau souterraine,

etc.)seront minimes.

Le personnel actuel des bureaux reglOnauX du Minist主re de l'Environnement et des

Ressources en Eau particIPera a la gestion etえ11entretien des installations du Projet,mais



1e nombre de personnes nicessaires主sa r由1isation, pour les huit provinces, s-il主veえ

SelZe.

c･ Source de revenus pour la gestion et l■entretien apres ach主vement des travaux.

Montant total pn s e n charge par 1e gouve皿ement

pour chaqueinstal1ation offerte dams le cadre du Pro)let, 1es丘aisannuels de gestion et

d'entretien sont en moyenne de SUS 100. Sont igalement n6cessaires, Ious les trois

ans, BUS 300 pour le remplacement des clapets d.aspiration en caoutchouc et des

filtres.Le montant且1a charge du gouvemement est doncminime.

Prise en charge totale par les binificiaires : nulle.

Prise en charge partielle par les binificiaires (montant privuet nombre depersomes

concemies) : nulle.

(2) Detail des coats du projetestimatifs et base de calcul de ces coats.

SUS

l) Frais de construction de bassins de stockage polyvalents 20 emp. 3 340 000

2) hstal1ation de prise d-eau avec dispositif d'ipuration

detype nottant photovolta'1'que

3) Dispositif d.ipuration simple au sol

4) Reservoir d.eau et dispositifde stiri1isation au sol

5) Installation de production d■eau soutemine :

Construction de pulls

Motopompe immergie photovolta'l.que

Riservoir d-alimentation en eau

6) Dip6t

7) Matiriel pour la formation des forets villageoises

Pompe de type pbotovoltaTque

Autres
matiriaux

9

20 unltis 2 000 000

20 unitis 1 840 000

20 unitis 920 000

20 unitis 750 000

20mitis 900 000

20 unitis 250 000

20unit6s 660 000

20unitis 250000

20unitis 66 000



8) Embarcation (pour 1-entretien des installations de prise d-eau)

20 unitis 20 000

9) Camions pick-up 2 unit6s 30 000

Total. SUS ll 026 000

(3) Supplement dlinLTormations relatives A la requite.

a. Installations existantes:

Non.

Oui. Dans ce cas, foumir une documentation sur leuritat actuel:

plans, specifications, photographies, matiriels utilisis.

b. Liste des iquipements existants (disignation, quantitis, date d-acquisition, pays

d-origlne, mom du producteur, 6taトA: en bon itat; B: fonctionne partiellement; C:

bors d'usage; mentionnez les causes).

FoumiI en Outre une documentation et des photographies permettant de virifier l'itat

actuel des iqulpementS.

c･ Degri de preparation du site du pro)et･

Terrain:

Acqul S

Nom du propriitaire du te汀ain :

SuperflCie

Non encore acqulS

Nom du propriぬire du temin :

SuperflC ie

(Si le terrain n'est pas encore acquis, pricisez la possibilit6 d-acquisition, les

10



procedures engagies et les dilais nicessaires pour son acquisition.)

Aminagement (nivelage,drainage, etc.) du terrain, foumiture d-ilectriciti,

approvisionnement et evacuation d'eaux, tiliphone, etc.

Il n'y a pa£ d'instal1ations ilectnques, hydrauliques et tiliphoniques sur les

sites du Projet.

hlformations sur les conditions naturelles.

Inscrire les informations existantes ou le type d-informations, 1eurannie de

compilation et rorganlsme les ayant ridigies.

Les donnies m6tiorologlqueS Suivantes sont disponibles : donnies de C.Ⅰ.E

H･/ASEVNA/ORSTOM sur les volumes de pr6clpltations JOumalieres, et donnies

mitiorologiques agricoles de CmSS/PNUD/OMM/Coop.Franc. (1992).

- Sicurit6.

Foumir touteinformation ditaillie relative a la sicuriti du site.

Dans le cas de plusieurs sites, foumir les informations par site.

Il n'y a pas de probl主.me de sicurit6 dams le voisinage des slegeS gOuVernementauX

dans les provinces.

itJ



d･ Aides japonaisesantirieures de mime type.

An皿占e 1995

Nom du proJet : Prol'et de Construction d.Ecoles Primaires

Montant 625 millions de Yen

Region concemie :

D ip artement/prefecture

Ville /
region

: Ray.eii.i Ganz=lr ,On M(1Uhoun､

OubritenEa

: ■D申a叫

Exploitation ac山elle du prqet :㊨(sati血sante)

B (normale)

C (mediocre)

D (inteITOmpue)

15･ Bin6fices eteffets duproJet･

(1) Region binificiaire (sipossible,inscrire la superficie):

La superficie totale faisant robjetde travaux dams le cadre du present Projet,dont notamment

les bassins de stockage polyvalents, est estim6e a 250 km2 pour l･ensemble des vingt zones･

(2) Population (directementet indirectement)b血占丘ciaire :

(3) Effets privus (descriptionditaillie avec inumiration) :

1) Situation

Ac山ellement, il y a dan≦ les villages un m皿que absolu d･eau d･usage quotidien, et on peut

parfois voir des villageois utiliser, voire consommer 1-eau boueuse desrivi主res et des

12



riservoirspendant les piriodes de sicheresse･ Du polnt devue de l'hygi主nepublique, la

persistance de cette situation n■est pas souhaitable･ De plus, tors des ann6es de sicheresse,

1-obtention de l'eau pour l●agnculture et l■ilevage s.av主re difFICile･

2) EFets escomptis du present Projet

Une ilivation du niveau devie des paysans est prevue, pulSque SerOnt rendus possibles :

l'approvisiormement en eau pour la consorr-ation et l'utilisation dams lavie quotidienne, pour

l■ilevage domestlque, pour le diveloppement des foretsvillageoises, ainsl que pour l'imgation

des peplnlereS et des terres cultiviesI De plus, une hausse de revenus chez les familles

paysarmes sera favoris6e par la stabilisation de l■agnculture et de l'ilevage･

16･ Relation avec l●assistance tec血ique, etc･

(I) Etude de faisabiliti :

Achevie/en cours

Du mois de annee au mois de a皿ee

Nom de l■6tude :

Organisme d-execution : JICA

autres organismes :

Pas dlitude

(2)Assistanceteclmique.

● Au cas o心une assistance teclmique est nicessaire, laquelle disirezIVOuS parmi1es

formes suivantes?

1) cooperation teclmique de type projet

2) experts A long terme ( personnes)

3) experts且court terme ( personnes)

4) Jeunes Volontaires Japonais ( 2 persornes)

5) stagiaires(
2 personnes)

13



● Inutile

● En cours de r6alisation.

Nom du proJet : Proiet d'am血agement de l'environnementrural

P6riode : dumoisde Avri1 annie_呈!迫≧_aumoisde Juinannie

2006.

1) cooperation teclmique de typeprojet

2) experts A long terme ( personnes)

3) expertsえcourt terme (personnes)

4) Jeunes Volontaires Japonais ( 2personnes)

5) stagiaires(
2 personnes)

171 La presence requite a-t-elle iti presentieえd'autres pays donateurs?

Si oui, veuillez les preciser.

14



18･ Aides re9ueS des pays tiers ou des org皿isadonsintemationales dams le mime secteur ou dams

unsecteur associi.

Donateurs Durie Typedlaide Montant Descnpt10n

(concrete)

Relationavecla

presenterequete

19･ Compliment dlinfomadon (existenceou non d'une politique de privadsadon. Dams

l'a丘mative, rela丘on avec le present projet.)

15



{ KENAF ]

Le (くkenaf))est une plante qul apPartient A la catigorje ((malvac6es)). Une fois sa

crojssance terminie, elle af[eint un d.壷ametre de 3 a 5 c･entim畠tres dams sa 戸artie

in蝕.ieure-, et s'岳IEve de 3畠4 m由res. Elle eLSI cultiv由sllr llne grnnde ajre qul inclut

l'Asl'e dt】Sud-Est, Ja Chiロe, Ⅰ'A斤jque, 】es c6tes de la mer des Cara11■bes et [a parri.e

meridionaJe des EtatsIUnisI Le keTlaf se djvise en deux categories prlTtCLPaJes : 1e kenaf

cubain et le kenarthailandais.

UTle des raisorlS POUT lesquelles le kenaf a r占cemment a亡tir占tつattention dan le monde

eTltier est que, avec le mouvement mondta】 pour la protection de l7enviromementJ et en

particulier des forets, 1es espolrS Se SOnt tOUrnis vers lTutiLisation de nouヽ~elles nbres ne



provenant pas du bois pour la fabrication du papler･ De plus, pulSque le kenafabsorbe

beaucoup de gal carbonlque, il contribue egalement a la prevention du rechau銃merLt
′

de ]a plan占te proヽ･oque par lTaccumulation de COT
dams ]-'atmosphtre･

′

Les cal･aCte'ristiqlLeSdLL Kenaf

Le kenaf se caractirise par lTitendue de l'ajre od i[ est c山iv占, aims- que par 】a

possibilite d'effTecruer des r占co]tes consid6rab]es surune couTte Piriode (de 7え12

tonnes par hectare su√ une pehode de 120 a 180joLlrS)･Leke□afetaitdijaculdvさavant

l'eTe Chritjenne, notamment en Afrique et en Asje, 1a抗bre Libirieme etant u一山s岳pour

les vetements, et 】exvleme comme combustjb】e, taJldjs que de l'hui]e etait extrajte de sa
_-

gralne-

Les partt'cLLZuTt'te'sdLl kenaf e〝 Eatzt qELe mL7te'rt'GEL POLLt'Ze popt'er

La forme que prend la丘bre du kenaf di飴re remarquablement du ]iber au x＼rl畠me･ 1･a
▼■

丘bre du liber (1a parhe situie prts de la couche exteheuTe.)ressemble beaucoup畠cetLe

des conif己res, tandis que la {Lbre du町1eme (Lapallie situie pr由du c圧uf) est encore

plus courte que ceue des arbres A feuilles latifoliies･ La p且te a papler tirie du libe一 est



extFemement tisistar[te,tandis que celle tir6e du xyleme, tr由peu dense,pemet

d'obtemir un faible tauxl d'opciti･ C'est un milange de ccs deux F&tes qul eSt dilisi

rx)ur la thbrication du papier de typejaponais, et ilpermet une bonne qualiti

d'impressiom

Le kenDfet血pur7jicqh'on des equx qgT7'coLes

DaqlS les insta)]ations d'ivacuatioTl des eaux en region agrico]e, 1e kenaf est iga]ement

pladi daJ)S )esfosses septlqueS O血a iti enfoui du chaJbon de bo主s,pour une ilimiTntion

plus e拐ace de l'aEOte et du phosphore.
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SUMMARY

The Master Plmof AgriculturalDevelopment (1992/2015)resulted丘omthe politicalwill to
provide the oyerall agriculturalsectorwitha politicalinstrument overtheperiod 1992/2015. It

is rootedinthe lmCrO-economic orientationsand politicalchoices Ⅱmde bythe Goverrment

underthe Economic Stabihsationand Recovery Progr甲Ile WOrked outin1990 when the
Goverrment negotiated,withdonors, AgriculturalSector Adjtdment Progrzmes. It isalso
ba駆d

Ion
the medium termEconomic Recovery PrograJrme adoptedin1991 by Parliament

(NationalAssembly).

This Master Planis guided by the fTollowing approach :

-

planning,inthe long term(by 2015), the development stage desirable fortherural

communityand determining the structuraland behaviouralchanges considered
neCeSSary ;

-

proposmg,under five-year action plans, solutions helping to solve the identified

problems either 'throughcrossICuttingmeastqes for generalinterest issues, or

vertical1y,for specific prdduction sectors.

This approachgives the fouowhg objatives :

一 血prbving competitiveness, especially throughizweasing.yields,
-

searchingforfood self-su丘ciency aLnd s"unty,
-

rehabiutating血restassets.

Achieving the白e objectivesshah imply the adoption ofa strategy essentiauy based on:
1l

.
f-

--
■L

･ ･
1･

-
一
▲..

･･●･
i A-I

-
■
the State desengagement丘om productiveL aCtivitiesand I-keting,

-

the training oftheruralImnpOWer,
- the back to the land scheme,
- lmdten∬esec血ty,
- diversification of agric山tural activkies and optimal- exploitation

_
of traditional

reSOurCeS,

-

strengthening ofapphed research.

The implementation of the P血shau enable,申themediumterm,among other thhgs to :

-

revive- agriculttualexpansion, whne restoringthe competitivehessand Bnancial

equilibriumofthe sub- sectors ;
-

ensurefood self-su缶ciencyand security;
-

change the cu∬ent dec血血g trends offmers'incpme;
-

correct the negative effect占ofdeforestationon environment.
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トCONSTRAINTS, 0_BJECTIVES AND STRATEGIES

1.I - MAIN ISSUES OF TIIE IVORIAN AGRICULTURE

1･1.I - Asse錨metLt and adlievements of the Da如ten Years

General& spealdng; agricukuralproduction registeredanaveragegrow也rate slightlyabove
4 %per i-um, co叩ared to a population grow血rate of3･7%pe.ranm- This achievement,

wi血out true teclmologicalchanges,is mainly due tothe extens10n Of the cultivated- areas,

espechl&
for certain export crops (cocoa,rubbertree).

Meat production registeredanaverage e甲anSion rate of 3% per amumduringthe decade,an

acceleration being- recordedin1 980/86.

Forest sector su飴red丘omuncontro皿ed land cleamgs pdue to which there re血today only

2.5mi11ion hectzues distributed in 147 c血痕五ed forests (compared to 15.6 rniuonsat the
beghning of the century).

1.1.2 - Basic Problems

- the eqects of extensive agriculture and deforestatioJl :the Ivorianagriculture is, to

a large extent, c血cterised by :

*
a landand forest consunhg production system based on shi且ing cultivationin
the form of clearing-ash血血唱;

*
theuse of血中1eand叫urpose tools adapted

tb mml h-ing ;

*
the over一血portance of self-consuHPtion leading toaninadequation between

s叩甲1yand deln皿d of丘)od products at the domestic level ;

*
the血portant share of coffeeand cocoainrelation to aggregate agricukural

products,and, consequent吋the detennining effects ofthe免ninthe prices of

these two crops onthe nationaleconomy ;

-

popuhtion growth atld the phenomenotL Of rapid urbanisatiotl : Whilein1965

t申re粥re 3 ruraldwellersfor 1.urban.dweller, 25 yews latter (1990),there was only
l.5 ruraldweller for 1 urlmIn 2015, ifthe trend observed for each stratumofthe

population isnnintained,there shallbe more urbandweuers thanrural;

- the.agelELg Of the血rming population due to school attendanceand rural-urban

migration ;

- land te叩re i蛸ueS別dstrated by :

*
the money-making mentalitybf some holders

'of
tenu托tkles under common

law who (( se山))these titles to severalsuccessive buyers ;
* the pihg up ofnon developedlmds ;
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* lack ofunifomityinthe regulatory texts ;

the supervisory system of血rmers and livestock breeders characterised by

clumsinessinits Ⅱ皿1agement, by the budget-intensive nature of its structuresand by

its specialisation by product ;

- funding diLrICuLtie5 0f agriculture and husbamdryfollowing the winding up of the

nationalagriculturaldevelopm己nt bank, B.N.D.A., leaⅥ皿ga gap tO五Il ;

-. the heavy losses due to the low transfer ofresearch血dingsand to the inadequate

upgrading of the products ;

- the prodt]ct upgrading arid marketiJ)g Which face serious di丘culties related tothe

.systems
of二state-guaranteed prices which led

to low competitiveness of domestic

productsand touncontro皿ed imports of products which cant光local1y manu血ctured.

1.2 I BASIC OBJECTIVES

There are五ve basic objectives:

- improviJ1-g productivity and competitiveness, by :

*

modernising the fzm ;
J* Iimp上ovmg proCessmgand conditioning operations of the productsinorder to

create a quahy latx:1and血tain shares of the IWkets as wen asthe ranks

occupiedinworld trade;
+

adopting tax relief measures designed to bring downthe pncesp of consumer

productsand to promote exports, 'domesticand externalcompetition ;

- the searchforfood self-sufficiency and security, (bthfor crop productionsand

animals)based on the resolution of the problem of rice, thevigourous revamping of
crop production, the significant production ofmeatandmi1k at the domestic level ;

- the further diversirICatioJ) Ofagriculturalproductions aunJng aLt.I

*
promoting, on the one hand,.new export products (especiauyinthe-ht and

vegetable sector)inorder to
'reduce the domination of the share of the twin

corrmodities coffee/cocoa stillrepresenting 4 1% of e甲OrtS,and
*
on the other hand, reachhg a t冗tterbalance for each血m throughthewidening
ofthe range of productionswith theview to divers郵ng the sourcps of income

and to better distributing corrmercialrisks.
･･

the development of maritime and hgoon rISheries thrloughthe rationale甲loitation

of a皿thefish potentialas well鮎the optind rrmgement of the inland water plans

through the development of aquaculture･

the rehabilitation of the forest stock which should rely, onthe one hand, onthe
haturalforest protectionand development prograJTme,and on the other hand, on
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a飽restation as de血ed bythe -1Forest master PIBLn 1988-201 5･･ adoptedinDecember
1988･ The ideawi1l especiauy be to :I

' bring back toand
-stabiliseafforestation rateinthe country at

20% of the

nationalterritory ;
*

*

*

address the negative effects of deforestation on ecology ;

restoreanenab血g chte for agricultural activities ;
血d agama level oftlmtx=r production e血b血g to cover domestic needsand
get surplusincome丘om exports to the world market.

1.3 - STRATEGIES FOR ACHIEVING TEE OBJECTIVES

■ヽ

To achievethe idententified objectives,itwill be necessary to adopt a new agricultural
development policy baLSed on :

- State desetlgagemCnt Preceded by positive accorr-odating measures especiany

relating to costs of血ctorsandinput,and the organlsation of distribution patternsin
order to avoidthe perils ofa totaland sudde山beralisation;

-

return of the yotlth to agricultural activities preceded by the resolution of the main

constmints associatedwith training,血岨nCingandlmd tenure systems ;

-

promotion of the farJtling community and of JocaJ dybamisms by supporting the
internaldymics ofthe血I11illg COmmmity, by de血g actions adapted to the ･actual

needs of aid to the hersand by promotmgthe establislment of professional
organisations;

- trainiJlg the farming commuJlity by restructuring extension activities towards

mamgement advice to the fmers ;

- land maJmgemeht and implementation of 1?nd tenure policy which could

materiabe throughmanagement actionsforvillage territories ;

development of applied research by reinfor血g research progra-es on food crops

andanimalproducts.
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II - CROSS-CtJTTING岬

They represent actions corrmon to several sectorsand corrmodities.

2･1
-THE

SUPERVISORY, TRAINING AND RESEARCH-DEVELOPMENT POLICY

2･1･1
1The supervisoTy atld trainitlg POlicy

Superv5ion

- The current structures w山be rationahsed,al1eviatedふdadaptedinorder
to rrM,etthe

present reqturemts of血msand sut>sectors ;
- the State win impkme山a program designed to enableane丘cient

･transferof

ヲupervision叫ivitiestothe
_operators

of the sub-sectors (professionaland/or
lnterPrOfissionalorganisations, private sector).

Training of the supervisors

Promoting the em=rgenceand training of netv extension o缶cers eBicient in proposing
solutions to払e血-erand ihgivingactualm即凪gem孤t advice concenhgthe免血S.

Cb operative s

The State shall support the efforts geared towardsthe strengthening ofthe血m, self-

organisation capabihies thanks to traihing actions,･ shall promote ■the estab血hznent of

cooperatives (and Jumions)and encourage them to take r田pOnSibihtyoverthe productive
activhes cuTent吋undertaken by the State.

Famers'trainin

Itwill be essentialto providethe ihrmers,and especial1ythe youthwho TVill carry on

agricukuralactivitiesandthe women who sometimes corditutethe backbone of agric山tural
m弧pOWer,withtheknowledge necessary to皿aSter their joband to idroduce elemerrts of
rationahtyinthe areas of agronomics, teclmologyand economics, 1eadingthem to the search,
by therruelves, ofpracticalsolutions totheir problerru.This training w山begivenina more or

less fom血framework,the soICaued '.trahin叫M, estabhshed
as near as possible to the beneficiariessoぉto reinforce their operating capacky whne
minimkingtheir costs.

2･1･2
1Research-developmeJ)t POIicy

lt w山be necessary_ to put greater careintothe sening up ofaninttrmediary experimentation
system helpingto test the new products orthe new technl¢sresulting丘om research, w姐the
view tocane?ningthe constraints totheir adoption by the ruralcommunity.

2･2 - THE POLICY OF FAM REHABILITATION I TEE CONSERVATION ANI)

PROCESSING POLICY



2.2.1 - Pol]'cv of血rm modernisation

This policy, esserrtialfor food security,theincreaLSeintheincome of the ruralcommunltyand
inmaintainingthe youthinthe血ns', addresses eightmajorthemes, namely :

1 - Land tenure securib : the Stateintervention shau heb to血d a血血and &ecuring solution
to the rural1 land tenu& issue･ Land granting TnuSt be organisedina way thatthe血mer be

al,1e to m止e capぬ1and m皿pOWerintestmmts on his land w姐outany fear of being

d由possessed.

2一蜘derooti喝: for the decade 1990/2000,the State shall app抄a selective support
po止cy to agric山turalclearmg. Thus, itshan be血portant to cut downtomin血umtbis cost for

the State, by searchingand using formulas svch as :

- the application ofclearingand derooting teclmics adapted to the variety ofvegetations
to dealwi也;

- the血m'involveI批ntincarryhg outthe work (winch clearing);
- theinvhtion oftenders丘om several血m ofcivi1 engneers so as to obtainthe best

quahy-cost ratio.

3 - Mechanisation : itshah hew to血pmve productivityand consequent抄hrnhgincomeand
especialb

to generateinduced effects such as :

- therformation a service craft fTorthe manu血cturing of spares parts for equipment for
ox drawncuhivation or forintemdiary mechanisation.;

- the establishrr-I ofcraftmen sm姐si2X: Service enterprwes ;
- the development ofmmuhcturipg industries of agric山turalimplerrmts.

4
-Association agicukure -husbandry :血actions shah aim at establishing mixed-
ihrms,the search for a better use of agro-industrialby-poducts, the promotion of the

u朗Of org+anic血弧ure,andincentives forthe setting up of cukivation systems
integrating血nows.ぬdders.

5 - Selected biolodcalrnaterial

- SeLected seeds and punts :the policy shall consistingradual& establishing a private

nationalseed production sector.

- Sekcted animak : animal production shall benefit丘om an action plmensurmg the

supp吋of cattle breeders wiぬperfTorming aninnls.

6 I Ⅰ血gationand water points : water control shall t* considered as a priority ･ It shall bean

integralpart of a natioml policy 6fwater mむ1喝ement.

7
-

I-雪中defencFandr甲?rati?n
:

e甲ciept_sol血tionsshall
h, found to address.cases of

degradation aheady started (servicepaths,anti一打OSion bands, contour血血喝, etC).For new

clearings, prevention principlesofanti-erosion control.shall be compulsorily applied tothe

selection criteria of sons to prepare.
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8 -

A5ggemedOm :this policyairnsat giving to each血rmer,inthe end ,

the
capacityto

have his accounting system (individualorcollective).It shaualso enable him
to achieveanadequation between his production levelsandthe data ofeconomicand血ancial
returns to hamnise wi也rnarket trends.

2.2.2 - Conservation and DrOCeSSiJ)空tmlicv

This shall consistin:
- developing economic technics enab血g storage, conditioning or processing roots,
1tubersand plantainsinorder to reduce or cancel post- hmest losses ;

血ding conditionmgs or preparations technics ukely to make competiveand attractive
for the use of housewives, local products that canbe substituted toriceand wheat ;

reconsidering the processpg Issue Of cerealsand particularly the husking of paddy

riceinorder to hdincentiveformulas

promoting further localprocessmg of agrlCultural products, especially traditionalcrops

(coffee,cocoa, cotton-)and
local food products, namely vegetablesandmik.

2･3 - POLICY OF MARKETING, PRICING, AGRICtJLTtlRAL CREDIT COST OF
INPUT AND PRODtJCTION FACTORS

2.3.1 - Market]'JIg
and Dricin空tmJicv

It shh consistin:

-

reducingthe Stateinterventionsinproduct m打keting to九s soleinterventionsin
taxationand tariBing operations ;

-

guaranteeing certainprotection of domestic rrwket, especialb,of cerealsand meat to

prevent subsidised血ports丘om?uperseding localproductions ;

-

supportingthe establishmentand revivalof professionaland/orinterprofessional

organisationsof producers and traders, designed to masterthe marketing of their

products ;

-
1
working f♭rquahtyexceuency (conceptofabsolute quahy) forall the products ;

-

supporting couectionand dissem血tion of information on the I泌kets (prices,
productionsand consumption),

- for au the. corzmodities, especially export crops, professional and/or
interprofessionaL orgaJ)isationswill ･

･ ensure a fle‡ible stabilisatiot1 0f producers,

prlCeS through the creation of btJLrerfunds provisoJ)ed by the members
the rnselves.



2.3.2 - Agricu比ural credit DOlicv

The State Lshal1int?rvene for a rapid血plenwntion of血ancing machineries (incentive

meastmsand adapted loansysteI岱SuCh as mutualRmdsand gtHantee血nds...)necessary to

enablethe operatorsinthe sub-.sectors to effectively take respoTuibilky iTorthemselves･

233 - ImEIut and血ctor cost DOlicv.

If itis advisable to丘)rsake the policy offrte distribution of certain production血ctors, it is

essentialto adopt a sound policy of aid enabhng to promote the rehabihation actionsto

undertake. Especially conceming
hnport goods often required for the mode血aⅠion of

agricuhure, there could be a possible recourse to a syst9m Oftax and tariffexemptions.

2.4 - TⅡE RESTRUCTⅧNG POLIC_Y OF TEE RtJM COMMIJNITY AND OF

TⅡE ACTION IMPLEMENTATION F…EWORE

2.4.1 - ■The restructuring policy of the ruralcoⅢ血ty

It must have a twofold objectives:

一

叩rOVhgthe socialorganisationinthe rdralarea
by encouragmg 1?calcommu血ies

to take responsibihy?ftheir lot ; and

- improvingthe materialandliving conditions of the ruralcommumities by attaching a

specialattention to the血provement of their housmg conditioruandthe heath

coverage oftheruralareas･

2.4.2 - The imDlementation hmework of the iJlterVentions

It is necessary to develop a new generation of participativeand
decentrahsed

projects
characterised by :

-

open obj'ectivesgraduany clarified on the basis of血Ⅲ批rS'needsand req.uirements;
-

anzmualcostlesshigh;
-

ane飽ctiveinvolverrmt of fhe血minthe process of decision-making based on

their participationtothe project血mncing(savingnetwokand mutualfimds) ;
I

- the monitormg of the projects
to avoid their-interruption atthe end of external

血弧Cing;
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III - VE7mCAL M■F,ASTTRF.A

3.1 - SIIECIFIC ACTIONS

They are actions specific to a sector or to a produet･ The implementation of these actions shall
enable to achieve objectivessurrmed upinthefo1lowing tables :

ANIMAL I>RODtJCTIONS

Production Rate

%

I/year

Base

1990

OBJECTVES(I.000t) A4AJNACTⅠONS

TOtJNDERTAKE1995 2000 2005
.2010

2015

Cattle 3.S

lS_

.6

7

lS

14

72

20

lS

22

7

8

22

17

80

35

23

26

9

10

26

20.

96

62

29

31

EZl

12

31

24

109

109

37

3S

12

14

3S

29

120

193

48.

46

15

1S

46

36

133

'340

61

EealthJLndgeJ)etic&ctions,

sheep 3.S tr&ditionJL1

Pigs 3.S
JLndtnodernimproyedliyest○ck

Poultzy

Eggs

Maritime

andlagoon

fishing

bland

五shing.

milk

3.8

3.?

2i

12

5

I)ree°ing

OptiJn&lpotenth]ofmaridJneand

dvlpofhg○○nrLSbing

deyelopmentofidandpoten血1

Base

1990

OBJECmS(1.000mj)

PRODUCTIONS 1995 ー2000 2005. 2010 2015

Natural forests 2100 1(;00 l200 1000 1000 1000_

Developments 31 252 563 1100 1500 l800

hdustrialplantations 55 190 2$0 1146 692 1253

Total 21$6 2042 2043 3246 3192 4053
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CROP PRODUCTIONS

Prductions

Amua1

r3tC

(%)

Base

l990

Productionobicctives(I.000t)

MÅNOBJECTIVESANDACTlONSTO

UNDERTAKE1995 2000 2005 20】0 2015

Coqbe 2.0 260 2$7 317 350 386 426 PTtming,improvc77-I(aTabustaquaJity)

Cocoa 0.6' 823 糾3
-858

874 $90 906 Rehabilita血叫Prductiyjty

PaLmoil 0.0 229 229 229 229 229 229 Compctitivcnu,m血gdonwicdemand

Coconutoil 0.0 23 23 23 23 23 23 ProTTdionofby-pr∝lucts

RubtN5r 7.1 82 115 l63 229 323 456 4%ofworldmarketby20)0

Sugar 2 170 lSS 207 230 252 279 Mcctingdom岱ーicdcmaJd.

Cottonlint 5.0 250 319 407 520 663 $47 Productiyity,diversification,名brcshy-products

Bamn且(.) 4-5 136 174 222 27() 32S 400 PTductivity,(kvcJo叩にーltS

Pineapple(.) 5-10 21ヰ 293 402 550 754 1033 Produciyity,qualityrcsbration,markets

Citrus血its 5.0 l8 23 29 37 4S 61 Pro昭SSmg.eXPttS

0也亡r血its(..) 5.0 45 57 73 94 119 152 oq-scasonproducts,prcKBStng.Self-

su瓜ciency
DeveJopnmtofrain-fad,irrigatJ'On

poten血1,intcgT8tionfdtJCticn8ndpr∝楯山g,
ExpaJdon,stor8%e,Pr○○払Shg抑dexpoTt

Paddyrioe 9.0 687 1057 l626 2502 3名50 5924

hbize 3.0 484 56l 650 754 $74 lO13

S.F.M.(,..) 1.9 76 84- 92 101 lⅡl 122 ResearchaJddweⅠopmmt

YaLm

I)Jwtain

I.6 252S 2737 2963 320S 3473 3759 Conscry8t.,naTkdin&pr○c亡Shg,off-

season,Conditioning8ndMirkcth8

Pr∝モSS1且邑0触氾1.6 lO86 1176 EEZZ] 137S 1492 1615.

Cassava. 2.8 EEEEl 1600. l836 2108 2420 277S Prduct-pー噸ingn飽rCOnSumPtion○mtrcs

GTOundnuts 3.3 l34 158 185 2lS. 256 302 Producti○nbyーegion,叩mSion,mditionhg.

TnaTketin8,Pr∝CSShg.oqtseason

seLf8丘cktKy,eXP鵬Vegぬbles 3.3 392 540■ EZE) 1022 1407 1937

(') grow血rate is 5% (血lani)and lO% bineapple)until 2000 and 4%仲mana et 5% Q)ineapple)
beyondthis yew.

(*') ashew-nut,avo也do mango, goyava, papaya,any other

(●*') Sorghum, Fonio andmillet

Takinginto account the boald policy of diversi五cationinthe area of agriculture,the
~sbare
of

the twincoffee/cocoalinagricultural e甲OrtS W山i+all, in the mediumterm丘om 41 to 30%･

This trend w山be nnintainedinthe long term, reducing agriculturaleconomy re比mce on

coffee/co coa.

A verticalapproach to products processmg
､wi11
be sought forinorder to better upgrade our

v訂ious productions,inthe formof a greater value added･
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3･2
-COST

OF TIIE MEDIUM TERM PROGRAMME

The table on page s-13 givesthe detailed cost of this progra-e･ It 近 worthwhne recalling
thatthe Master Planof Agricultural Development 1992-2015, on the basis of currentand
foreseeable data, plan to reach,inthe long te- a development stage for theruralcommunity
and proposes solutions to do- so･ Given the rapid development of world economic
environment,the Master Planhasanindicative, though realisticandflexible character,and
req血es a regular updating, on the basis ofthe血dings ofcomprehensive･studiesunderway, or
to Come, COnCernlngal1 the sub-sectらrs･In this regard, the costs of the mediumterm
PrOgrame associatedwiththe Planaqe to be considered asindicativeand provisonal.

,

ⅠⅤ-

4･1
1IMPLEMENTATION TERMS AND CONDITIONS

4･1･1
1叫垂

Concemin su ervisionand extension

The objettiv占isto red血ethe role of the Stateand to reorganise the supervision scheme soas t6~6ut downpubhc･叩enSeSinthe
prospect of the gradualdisengagement of the State. To

do so,the idea shan be, on the onelmd, to strengthen the -supervisory role of the structt汀eS
engagedinsub-sectdrs放ely to self一血-ce thelmelves, and on the other hand, to establish a
semi-pubhc companyforthe sub-sectors not yet organlsed ; the action of such a body sham

･

supplement that10ftheformer institutions血ose target isanintegralself--cing･

, !垂軸

･Studies
areunderway to皿inthe gap lelftby the winding up of the NationalBank of■AgriculturalDevelopment (BNDA)･ Two types ofactionsare presently considered :

~

轡: the idea shall be to transfer to the.pe,at.rs
inthe sub-sectors, a-ely to the professionalorganisations, the responsibihty of on-1ending

public hcialresources.

Two血anAmg modes are possible, takinginto accountthe nature of the sub-sectors
concemed.

- For hjg叫imtegrated sub-sectors based on peasants, agrJ･cuJturc (example:cotton,
rubber tree, o山palm),thefinancing ofprodu?tion means shall be done by providing the
sub-sectorwith developmentfundsintented to finance, through loans,these production
meanS;

For sub-sectors organised on the basis of modern productioJ-OmPanies
bineapple,banana･･･),their access to credit shah be hcilitated by the setting up, by the
professionaland/orinterprofessionalorganisationswithinthese

sub-sectors of?pecific
guarantee血ds･ provisoned by taxes on the products or byany other levy decided by



the producerstherruelves to Ⅲ鳩et Private bankers'requ耶mentS COnCernmgrisk

COVerage･

-

the 1)rOrrmtion ofa mutual fund network whhinruralcommwlities :this network shall

help to rrmt thefunding ne由s･of adequate& organised production sectors (case of
food crops)and generate irk"me for ruralhousehokh (地dging loans, loans to pay

school fees,... ).

This operation shan re吋on the RuralSavingandLending Funds (CREP■inFrench) and onthe
Savingand Lending Cooperatives (COOPEC). The deepening of the disctwsionson this theme

shall heb to definitely establishanadapted system ofagricu止uralcredit..

Concernin牢marketing

The State interventions asanoperatorinproduct marketing shad be reduced tothe pro五t of

professional~and interprofessio■nalorganisations.

4.1.2 I FinaJICing tenns aJ)a conditions

The action program 1991-1995 shall be血plemented- through･projectsgeherany Bnanced

under loanagreemmts between external血1皿Cing institutionsandthe State concernmg public

interest prqjectsinitiated
bythe State･ Forthe other projects,血ancingshad

be brought by the

private sector, ekherintheform_ ofeqpityorunder loans wi也orwithoutthe State gumtee,

according to the血portBLrMX Ofthe projectsinthenationalecononw.

4.2
-BENEFITS

EXPECTED FROM TIIE MEDItJM TERM PROGRAMME

the Master Planof AgriculturalDevelopment 1992-2015 1shau lead to the harmonious

implementation of the variousactions to undertakeinthe agriculturalsector･ It w山partly help

to avoidany distorsion andincoherencies o丑en associatedwith actions isolatedinspace and

time.

The mediumterm programme shall enable to :
一

revive agricultural.expansion, lwhne restoring the competitiveness of the sub-sectors ;
-

address tb de五Icitissue of the State account at the agricultural1evel ;
-

reversethe present declining trend oftheruralcommunity'sincome ;

-

co.rrectthe negative effects ofdeforestation pn the country's ecology.



Physicalachievements.1991_1995
ProErarrmecosts1991_1995

Totalcosts Stateh

rpROGRA""ESopERAnONS
Cofreeprogramepruni

Units l991-l995

■
Average/year bilJionin

CFAF

%Tota1

-S

bit)ionin

CFAF

are

%cost

Cocoaroamme

ng

Replantlng

Rhb◆1■tat'

ha

ba
.35000

55000

7000

11000

(c)8.4 1.9% 4.2 50.0%

pgr

Oilalm

eall10n ha ~225000 45000 0.7 0.1%~ 0.3 50.0%
pprOgraⅡ1me

Rbbe

ReplantatlOn

ExtensionPV

ha

ba

11100

l200

∠220

240

9.3 2.1b/o b.o 0.0%

urprOgramme

SugaTPrOgrarrme

Expans10n

Meet●d◆d

ha 34000 6ioo 35.2 7.8%
･ni

0.0%

Cottonproame

1ngOmeStlCemandandexp.quotas

M-ta''od'

ba 950000 190000 38.7 8.6% 0.0 0.0%
gr

Riceprogramme

amlnlngpruct10npOtentla1

Meet●70%rd

ba 1100000 220000 67.5 15.0% 22.5 33.3%

Pineapplcprogramme

mgooomestlCdemandby1995

hcreasf;

tpaddy 4743000 948600 (c)l17.0 26.1%
_43.0

36.8'%

Bananaprogranynep

Forestproamme

mgSuraCeareaS

Expandingsurfaceareas

FtStP

ba(a)

ba(a)

･7026

570

1452

114

9.2

1.5

2.0%

0.3%

ni

ni

0.0%

0.0%
gr

LiVestockr

OreSeCOrrOgrarnme ha. (ら)4320000 n.S 72.4 16.1% 72.4. 100.0%
pOgramme revlVlngPrOduct10n a.S

･n.S n.～ 50.0 l1.1% 17.5 35.0%
FIShenesprogr皿ne

+Maritihe

total

Pr●

35.3 7.9% 7.9 22.4%

rOmOt10nOpnVateentrepnses a.S n.S n.S 16.5 3.7% 2.8 17.3%

●hland

●AquacultureJ

Fauna

Optimalexploitationorresources

EXpandingprodtlCtion

a.S

n.S

434500

n,S

86900

n.ら

1.3

17.6

0.3%

3,9%

■n.1.

5.1

0.0%

28.8%

Programme Rat10nalmanagement
a.～ n.S a.ら 3.9 0.9% 1.8 46.2%

(a) : additional hectares 'created overtheperiod
(b)this area inludes : new plmtations. former.ne≦ emiched.

popular aLrorestations and n8tion81 ･parks
(c): excluding manpower costs
n･s : non siglificant n.i.: non identi丘ed

(d) : The total share of the St&teinthe prograrnmes whe,e
applicable, amounts to 169･7bilJion CFA F･

representing
38･8% of the totalcost of these operations (437.3
bJllion CFA F).

SUMMARYOFTHEMED(t]MTE蛋PROGカトMMECOSTS

AGMCULTUWさSTERPuN)992.20)5

S,)3



ダロア地区､ガニヨア地区の月別平均気温及び降水Jt (1896
-

1998)

地区名 年 1月 2月 3月 4月 5月 8月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計
ダロア l996 25.9 26.7 26.7 28.4 26.4 25.3 24.3 24.3 24.6 25.2 25.5 25.0

1206210.6 111.5 120.5 146.3 95.7 143.1 1$9.2 156.0 114.9 966 ー27 29ー

1997 25.8 26.7 27.6 26.7 26.4 25.0 24.3 24.7 25.4 26.1 25.8 25.3

I

10701

1998

50.1 2.7 123.8 71.3 103.9 ー48.9 105.9 ー37.ー 125.9 leo.0 198 227

26.4 28.8 29.9 27.8 27.2 25.8 24.9 24.1 25.2 25.5 25.9 25.0

■

11018
3.5 19.2 83.9 252.5 88.7 142.0 75.3 42.7 152.4 1601 2ヰ5 768

ガニヨア 1996 25.9 26.9 27.0 28.7 26.4 25.4 24.4 24.7 24.8 25.5 25.8 25.8

E]

12040ら.8 1.9 0.7 99.7 222.1 2丁9.g 321.9 72.6 27.9 12.0 113.1 45.4

1997 28.6 27.4 27.4 2¢.8 26.3 2ヰ.8 24.5 2ヰ.8 25.7 28.3 28.3 26.2

■

ー1ー7427.0 8.9 14.5 194.5 284.8 299.5 28.1 8.5 7.9 105.7 870 710

1998 26.5 28.8 28.8 28.0 27.3 25.9 24.9 24.3 25.4 25.7 25.8 25.7

E]

8907
47.5 0.1 29.3 52.8 142.0 211.1 32.4 5.8 17.6 1349 1951 221

上段:気温(○c)

下段:降雨t(mm)
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プロジ3=.クト名:北十関川整備計画 事案年度:98年度
地区:東京都墨田区北十間川発注者こ東京都江東給水車務所 畢葉費:総額200000000円(内浮体式木床浄化施設72000000円)
事業内容

1.事兼背景

隅田川以東の地域の大小河川.用水路は､水質の審化､用水路の再射ヒ等､本来川が持つている魅力

を生か世ヂ､人々を水辺から遠ざけてしまつているo

施設概要(浮体式木炭y糾ヒ倣)

工封牛名:北十間川浄化施殴設置工事

このため､本計画は､水環境と空間象暁の両面からなる良好な河川環境深全.創出を廃るため｢川の 工事場所:東京都墨田区押上1TE1地内

手地松浄流復活全体計画協散会Jを設置し､本計画を策定したものであ7i).

2.目的

北十関川砲門からの導入水の停止時において水の停淋こ伴う底層水の嫌気化が水質悪化を招いてい

工期:自平成10年12月22日

至平成11年3月30日

工事内容=浮体式木炭浄化装置10基

るo底層水の嫌気イL'_を防ぐために北十間川での導7kは､導水に下水道水のカーバ-フロー水が混入す 酬ヒ用木炭1式

るため水質の悪化が疏響化しているロ従つて､本業務はこのような状況を踏まえ､北十間川の直接浄 太陽電池(太場屯池モジュールSM58型)120枚

イ搬の詳細設計を行うものであるら

3.プロジェクト内容

国;】■■■■■■■■llllllllllllllllllllll■田
太陽電池架台基礎1式

浮体式木炭酬ヒ装置制御盤11面

浮体式木炭浄化装置制御蛙21面
プロジヱクトの基本諸元 集電箱11面

])固定式木炭浄化施設 集電箱2.32荘F
設麿方式=固定式(北十間川砲門減砂地肱) 管理用梯子1基

対象処理水盈=60Om"/日(0.024m;I/砂×7時間)

平均滞留時間:40分(20分+20分2緒方式)

電源方式=対数七発電(剛くポンプ､ばつ気装鼠維持管理装置)

2)浮体式木炭浄イヒ施設

設置方式:浮体式(東武柿上流側河道内)

対象処理水盈:13COm:-/日(0.060m=-/秒×6時間稼動)

酬ヒ施殴説明板1枚

殴盈完成写真装置施工中写真

▼こ+

三~

平均滞留時間:20分 軍
奄敵方式:太陽光発奄(エアリフトポンプ､逆洗装匿､維持管感澄)

3)直接ばつ気施設

殴匠方式:フロート式(東武桶上流伽可道内)

日額送風畠1600L/I一血(6時間稼軌)

噺方式:太陽光発電(エアープロワ､維持管理装置)

宍L3Jj､-.還.匿琴---一喝
喜L岨-.i-_∫.衰亡三.-,-1L_..

Li＼,.i表芸竪琴竃惑i■■嘗

lJH1芭孔汁会Fヒ:鵬収粋】--コ.リ､リ--チ庖ll_:偶野卜テクノl



プロジ,Tク卜名:利根導水路浄化施設設置工3JT. 事業年度:96年度

■地区:茨城県稲敷那東町発注者:建設省霞ケ浦導水工事事務所 事粟野:90,000,000円

事業内容 施設概要(商用電源浮体式木炭浄化壬殴)

工事件名:利根道水路浄.(倣設置工事

1.事業背景

笹ケ浦琴7k部熟ま､野ケ浦と利根川下流部,田ケ滞と那珂川下怖部をそれぞれ結び,河川の手稲兄を改

蓉させる柾政調盤河川(合計延長:トンネル約45.5km)を撤し､霞ケ浦､利根川及び那珂川 工事場所:茨城県稲敷郡東村椿佐

下流部の既得用水の補給等による流7kの正常な機能の月准持と増進ならびに新規都市用水の縫県を図る 建設省霞ケ浦導水工事事務所利根機場沈砂地内

ものである色 工期:自平成只年1月29日
至平成8年3月30日

工事内容:浮体式木炭浄化装置配置:う2基

2.目的

霞ケ浦o)水矧ま､昭和40年代に入つてから次弓執こ悪化し､アオコの発生等の問題を生じて今日に萱

つているむ建設省は､湖内対策として底泥政経､アオコの除去､植生浄イヒ等を亮施しているが､本尊
大型フロート64台

水事菓において霞ケ滞の水を利根川に入れること､並びに利根川の水を顧ケ浦に入れることについて 円筒型木炭浄化装置(¢2000×11200O)32基

さらに水質6')改善が強く望まれていることからパイロット槻として本件浄化エ串を行うことになつ 浄化用木炭(マレーシア原産)200ーボ

▼
¶

浮体式木炭浄化装置制御塵1面

換作盤(プログラマブルコントローラ)1面

3.プロジェクト内容

利根川より霞ケ浦轟-最大25ln;/Sを導水する計画であるが本件は､利根川と霞ケ浦の間にある

利根機場の沈砂地に木炭浄化施設を設置し,最大導水盈の25分の1にあたる1m=E/sを浄化する

プロジェクトであるo

浄化施設の規模(本件):

商用電源使用浮体式木炭循環浄化装置:32基(1基:之OOO血1/El)
_I.屯王.1'l(エアリフトポンプ方式)

総処理水盈(日盈):6<1.,000]nソ日
二-i_1_､

酬ヒ用絵送風盈侮分)21,120L/min

.汽
≡-=ゝ

pま■tL.㌔

自動逆洗装置B2台

電力消資丑:i21kwh(3相2{)Ov)

既殻浄化施殴規模: I)E:.ブ
太陽光発電浮体式木炭酬ヒ装置10基(1基二84m:1/El)

1.ナ-t,.

商用電源浮体式木炭浄化装混1ら基(1基:1.036m--I/日)

UH稚l故.汁r.m封1二血~r.:偶脚;I.コ.リサーチ



プロジェクト名:古川バイパス浄化施設殴匿工事 寄集年度:98年度

地区:三重県長島町古川バイパス発注番:木曽川下流工事事務所 事業費:195,000,000円

事業内容

1.事業背R-

三重鼎の長良川河口堰上流左岸側に古川の千倉排水機揚があるo干愈排水機場は､古川が増水すると

地細事

工事件名:古川バイパス浄化施設設匿工串

排水機場から長良川-放流されるが､生活排水,工≠副ヨ如く､鹿兼排水等によつて近年､水質が悪化し工事場所:三重県匡島町古川バイパス

ている○ 工期:自平成11年1月20日

この排水を長良川河口堰の上施すRr!に放流すると河口堰の水圏こ悪影響を与えることから古川の水質を

改香して河口堰の下流側に排7kする計画が策定された○

2.目的

至平成11年3月80日

工事内容:浮体戴斬ヒ装置(内6基:逆洗装置)ヨo基

浄化用プラスチックろ材1式

剖ー]バイ/くスは海抜oメートル地帯の田園地帯を流れているので雨水による田畑の土砂が汎入しやす 太陽蛮地(太陽電池モジュールSM55型)492枚

く汚泥の堆横盈が多いのが特徴である.普段の流れE増やかで古川バイパスでの滞留時間が長いため 太陽電池架台鋼材1式

敵開脚ではなく､太陽光発屯を使用した水野糾ヒ装置を選び､なお水域の両岸には地役を設けるス 太脇電池架台基礎1式

ペースがないため､水面の空間を利用した浮体式浄化施設を採用した.またSSの多い水質を浄化す 浮体式制嶺盤5面

るにあたつて､ろ材に磨耗の少ないプラスチックを使用した勺

3.プロジェクト内容

プロジェクトの特徴は､電甑はすべて太陽光発電を利用し､水深の淡レ場所でも酬ヒが可能な可開塾

浮体式操作盤5面

アンカー1式

古川バイパス浄化装置搬入中の浄化法匿

方式の浄化装置を設置した.

古川バイパスの聴亀は平時0.2m:1/s､水熟まSS16111g/L,BOD7mg/L､D○6mg/L,臭

気があり､汚泥f増気化している務填であるD

浄化施設の規模:

EiLiiiiiP

換.

.広志--~1-r二--､≠芦㌫ご㌣~"--.弊害也-.?^j｣喜p室L去ミ-
太陽光発電浮体式ナ糾ヒ装置:25基(1基処理水盈:16L/s)

処理水亜:8,600mごl.//年平均日

自動逆洗装置5基(逆洗風魚:6OOL/1血1×6基)

ヨ

~書-と

制御盤5面

7∩げj7デかコントロう5面 =Li

I

l)[機.iliul.:棚状ぞYiJ-コ.リサ-チ施r.:L糊クボタ



フルキナ･ファソ国

環境･水利省組織図
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